
第

一
章

日
体
荏
原
高
等
学
校

の
沿
革

(
一
)
日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校

の
創
立

日
本
体
育
会
は
、
明
治
三
十
三
年
の
体
操
学
校
の
創
設
以
来
、
当
時

の
中
学
校
教
育

が
や
や
も
す
る
と
知
育

偏
重
に
陥
る
弊
を
憂
え
、

「
生
き
た
教
育
は
剛
健
な
身
体
を
鍛
え

つ
つ
知
徳
を
磨
く
べ
き
で
あ
る
」
と
体
育

の
必
要
性
を
強
く
説

い
て

い
た
。

一
方
、
当
時
の
東

京
府
下
荏
原
郡
に
は
中
学
校
が

一
校
も
な
く
中
学
校

へ
の
進
学
者
は
徒
歩
で
東
京
市

へ
通
学
し
て
い
た
。
荏
原
郡
内
大
井
村
の
住
民
は
、

地
元
に
中
学
校
を
設
立
し
よ
う

と
考
え
、
設
立
資
金

の
積
立
を
決
議
し
た
。
こ
の
運
動
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て
、
当
時

の
荏
原
郡
長
の

村
上
佳
景
氏
は
、
荏
原
郡
内
の
各
町
村
に
寄
附
を
要
請
し
て
で
も
中
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
決
意
し
、
文
部
省
建
設
課
に
依
頼
し
て
、

大
井
村
に
中
学
校
設
立
に
関
す
る
実
地
調
査
を
行

っ
た
。
そ
の
報
告
文
に
は
、
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ゆ

荏
原
郡
の
東
南
、
東
北
に
位
置
す
る
世
田
ケ
谷
、
駒
沢
、
目
黒
、
「
大
崎
の
各
村
は
麻
布
中
学
校
又
は
慶
応
義
塾
に
通
学
す
る
も
、

　

 

松
沢
、
碑
裳
、
平
塚
、
大
森
、
大
井
、
羽
田
、
入
新
井
、
馬
込
、
池
上
等
の
各
村
は
皆
新
設
中
学
校
に
吸
収
す
る
を
得
べ
く
、
且

郡
内
高
等
小
学
校
に
於

い
て
は
卒
業
し
た
る
生
徒
は
僅

々

一
七
五
名
に
過
ぎ
ざ
る
も
昨
年
来
新
設
の
高
等
科
を
併
せ
て
廿
五
校
に

及
び
目
下
在
学
生
徒
の
数

一
千
二
百
名
あ
り

(『創

立
八
十
周
年
記
念
誌
』
)



と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
村
上
荏
原
郡
長
は
、
こ
の
報
告
に
よ
り
中
学
校
設
立
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、

日
本
体
育
会
に
中
学
校

設
立
の
要
請
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
要
請
を
受
け
た
日
本
体
育
会
は
、
明
治
三
十
七
年

一
月
二
十
三
日
中
学
校
設
立
に
関
す
る
常
議
員
会
を
開
き
、
満
場

一
致
で
中

学
校
設
立
を
決
議
し
、
理
事
会
に
細
部

の
取
決
め
を

一
任
し
、
二
月
十
四
日
の
理
事
会
に
お
い
て
規
則
を
制
定
、
三
月
十
六
日
、
文
部

大
臣
久
保
田
譲
に
設
立
認
可
申
請
を
し
た
の
で
あ
る
。

設
立
願
書

に
よ
る
と
、
新
設
校
は

「
日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校
」
と
称
し
、
定
員
五
〇
〇
名

(
一
学
年

一
〇
〇
名
)
、
開
校
は
明
治
三

十
八
年
四
月
の
予
定
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
準
備
さ
れ
た
校
地
面
積
は
六
、
五
七
四
坪
三
合
二
勺
、
屋
外
体
操
場
二
、
〇
四
〇
坪
と
な

っ
て
い
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
い
て
荏
原
中
学
校
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
設
立
趣
意
書
を
抜
粋
し
て
み

よ
う
。
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従
来
我
ガ
教
育
界

二
於
テ
最

モ
カ
ヲ
尽
シ
タ
ル
所
ノ
モ
ノ

ハ
初
等
ノ
普
通
教
育

ニ
シ
テ
高
等
ノ
普
通
教
育

二
至
リ
テ

ハ

尚
ホ
大

二
改
良

ス
ベ
キ
点
少
カ
ラ
ズ
蓋
シ
従
来
高
等
ノ
普
通
教
育

ハ
動
モ
ス
レ
バ
純
然
タ
ル
専
門
教
育
ノ
弊

二
陥
リ
教
師

ニ
ハ
概

ネ

一
科
専
門
ノ
人
ヲ
採
用
シ
知
識
ノ
注
入
ヲ
専

ニ
シ
テ
身
体
及
ビ
道
義

ノ
修
養
ヲ
忽

ニ
シ
タ
ル
傾
向
ナ

シ
ト
セ
ズ

・
…

抑
モ
教
育

ニ
シ
テ
生
徒

ノ
身
体
ヲ
害
セ
ン
カ
其
徳
如
何

二
高
シ
ト
錐
ド

モ
其
智
如
何

二
明
ナ
リ
ト
錐
ド

モ
国
家
ヲ
益
セ
ザ

ル
ハ

言
ヲ
待
タ
ズ

一
身
ノ
不
幸
之
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
況
ン
ヤ
道
徳

モ
知
識
モ
身
体
ノ
修
練

二
基
カ
ザ

レ
バ
到
底
其
ノ
教
育
ヲ
完
ウ
ス

ル
コ
ト
能

ハ
ザ
ル
事
実
ア
ル
ヲ
ヤ
故

二
本
校

ハ
生
徒
ヲ
教
育
シ
テ
剛
健
ナ

ル
身
体
ヲ
得
シ
メ
之

レ
ト
共

二
堅
固
ナ
ル
徳
操
明
敏
ナ

ル
知

識

ヲ

具

ヘ
シ

メ

ン

コ
ト

ヲ
目

的

ト

ス

・

…

 本
会

ハ
夙

二
体
操
学
校
ヲ
設
ケ
テ
体
操
科
教
員
ヲ
養
成
シ
既

二
全
国
中
学
校

二
奉
職
ス
ル
者
数
百
名

ノ
多
キ

ニ
及
ビ
経
験

二
冨



メ
ル
ハ
該
校
教
師
ノ
特
色

ニ
シ
テ
海
内
地

二
類
例
ヲ
見
ザ

ル
ベ
シ
本
校

ハ
是
等
ノ
教
師
ヲ
シ
テ
生
徒
ノ
体
育
ヲ
担
任
セ
シ
ム
ル
モ

ノ
ナ

レ
バ
其
ノ
成
績
ノ
善
良
ナ
ル
可
キ

ハ
本
会
ノ
確
信
ス
ル
所
タ
リ

・
…

右
の
設
立
の
趣
意
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
設
立
の
眼
目
の
第

一
は
、
郡
内
に
中
学
校
が
な
い
と
い
う
状
況

の
打
開

で
あ
り
、
第
二

は
、
体
操
学
校
生
徒
の
教
育
実
習
校
設
置
の
必
要
性

で
あ

っ
た
。

こ
の
二
点
が
日
本
体
育
会
と
し
て
中
学
校
設

立
に
踏
み
切
ら
せ
た
要

因
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
無
論
、
そ
の
設
置

の
背
景
に
は
大
井
移
転
後
の
体
操
学
校
に
対
す
る
地
元
民
の
支
持
を
取
り
付
け
た
い
と

い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
と
ま
れ
日
本
体
育
会
機
関
誌

『体
育
』

(
一
二
六
号
)
が
開
陳
す
る
と

こ
ろ
の
設
立
の
意
図
を
次
に
み
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

本
会
体
操
学
校

の
卒
業
生
は
各
学
校

の
教
職
に
就
く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
在
学
中
教
授
法
練
習
の
機
関

な
き
為
め
実
際
上
不
便

を
感
じ
て
居
り
ま
し
た
向
後

一
層
教
授
上

の
円
満
を
期
す
る
に
は
是
非
之
れ
が
機
関
を
設
く
る
の
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
常
議
員

会

の
決
議
に
基
き
主
務
官
庁
の
意
向
を
確
め
本
会
付
属

の
中
学
校
を
設
立
し
て
之
が
練
習

の
用
に
供
し
且

中
等
教
育
上
体
育
に
充

分
な
る
注
意
を
加

へ
て
高
等
教
育
を
受
け
若
く
は
中
学
以
上
の
業
務
を
執
る
に
堪

ふ
べ
き
健
剛
な
る
心
身

を
有
す
る
生
徒
を
養
成

す
る
の
目
的
を
以
て

…
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か
く
し
て
明
治
三
十
七
年
四
月

一
日
、
文
部
大
臣
よ
り
設
置
の
認
可
が
あ
り
、
同
二
十
七
日
、
日
本
体
育
会

は
、
校
舎
新
築
の
工
事

に
着
手
し
、
九
月
、
そ
の
竣
工
を
見
た
。
現
在
の
京
浜
急
行
立
会
川
駅
に
近

い
旧
東
海
道
に
沿

っ
た
土
佐
藩
下
屋
敷
跡

の
広
々
と
し
た

校
地
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
は
、
教
室
が
木
造
二
階
建
、
七
三
九

・
二
平
方
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
他
と

い
う
規
模

で
、
前
方
に
は
大
井

の
海



岸
を
望
み
、
遠
く
房
総
半
島

が
霞
ん
で
見
え
、
波
打
際
を
通
る
旧
東
海
道
の
松
並
木
、
後
ろ
に
小
高

い
土
佐
山
を
控
え
る
、
ま
こ
と
に

恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

っ
た
。

明
治
三
十
七
年
十
月
二
十
八
日
、
日
本
体
育
会
々
長
子
爵
加
納
久
宜
を
初
代
校
長
に
迎
え
、
明
治
三
十
入
年

一
月
、
第

一
回
の
生
徒

募
集
を
行

っ
た
。

一
、
二
学
年
各

一
〇
〇
名

の
募
集
で
あ

っ
た
が
、
入
学
志
願
者
は
僅
か

一
二
〇
名

で
あ

っ
た
。
三
月
十
五
日
、
第

一

回
の
入
学
試
験
を
行
い
、
第

一
学
年
に
七
十
六
名
、
第
二
学
年
に
三
十
六
名
の
合
格
を
許
可
し
た
。
そ
し
て
四
月
二
十
日
、
日
本
体
育

会
荏
原
中
学
校
は
記
念
す
べ
き
第

一
回
入
学
式
を
挙
行
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
明
治
三
十
八
年
四
月
二
十
五
日
、
荏
原
郡
参
事
会
か
ら
本
校
基
本
財
産
と
し
て
、
第

一
回
国
庫
債
券
額

面
二
、
五
〇
〇
円
の
寄

附
を
受
け
た
。

な
お
明
治
三
十
八
年
制
定

の
学
則
は
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

第 第 第

日

本

体

育

会

荏

原

中

学

校

規

則

第

一

章

学
年
、
学
期
、
休
日

一

条

本
校
生
徒
修
業
年
限
ヲ
五

ヶ
年
ト
シ

一
ヶ
年
ヲ

一
学
年

二
当
ツ

ニ

条

学
年

ハ
毎
年
四
月

一
日

二
始

マ
リ
翌
年
三
月
三
十

一
日

二
終

ハ
ル

三

条

一
学
年
ヲ
分
チ
テ
三
学
期
ト

ス

第

一
学
期

四
月

一
日
ヨ
リ
入
月
三
十

一
日

二
至

ル

第
二
学
期

九
月

一
日
ヨ
リ
十
二
月
三
十

一
日

二
至

ル

第
三
学
期

一
月

一
日
ヨ
リ
三
月
三
十

一
日

二
至

ル
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第

四

条

第

五

第

六

条 第 条 第

 

第

七

条

第

八

条

第

九

条

第

十

条

休

業

左

ノ
如

シ

一
、

日
曜

日

一

、

一

、

一

、

一

、

二本
校
ノ
学
科
課
程

ハ
左
ノ
如
シ

三入
学
期

ハ
学
年
ノ
初
ト
ス
学
年
ノ
初
メ
ヨ
リ
三
十
日
以
内
ト
ス
但
臨
時
入
学

ハ
欠
員
ア
ル
時

二
於
テ
第
二
学
期
第

三
学
期
ノ
始
メ
ヨ
リ
十
日
以
内
ト
ス

本
校
第

一
学
年
級

二
入
学
セ
シ
ム
可
キ
者

ハ
身
体
健
全
品
行
方
正
年
齢
満
十
二
年
以
上

ニ
シ
テ
高
等
小
学
校
第
二

学
年
修
了
ノ
者
又

ハ
之
ト
同
程
度

ノ
学
科

二
就
キ
入
学
試
験
ヲ
受
ケ
テ
及
第
シ
タ
ル
者
タ

ル
可
シ

但
シ
入
学
ノ
承
認

ハ
高
等
小
学
校
第
二
学
年
修
了
者
ヲ
以
テ
先
ト

ス
然

レ
ド
モ
該
志
願
者

ノ
募
集
人
員

二
超
過
ス

ル
時

ハ
選
抜
試
験
ヲ
施
行

ス

本
校
第
二
学
年
級
以
上

二
入
学
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ハ
相
当
ノ
年
齢

二
達

シ
前
各
学
年
ノ
各
学
科
目
試
験

二
及
第
シ

タ
ル
者
ト

ス

入
学
志
願
者

ハ
第

一
号
書
式
入
学
申
請
第
二
号
書
式
学
業
履
歴
書
ヲ
添

へ
本
校
事
務
所

二
差

シ
出

ス
ベ
シ
且
高
等

小
学
校
第
二
学
年
修
了
後

ノ
者

ニ
シ
テ
本
校
第

一
学
年
級

二
入
学

ス
ル
者
ノ
外

ハ
入
学
試

験
検
定
料
ト
シ
テ
金
五

拾
銭
ヲ
納
ム
可
シ

退
学
セ
ン
ト
ス
ル
者

ハ
保
証
人
連
署
ヲ
以
テ
其
ノ
事
由
ヲ
詳
記
シ
申
請
書
ヲ
差
出
ス
可
シ

大
祭
祝
日

日
本
体
育
会
創
立
記
念
日

(九
月
二
十
三
日
)

夏
季
休
業

入
月

一
日
ヨ
リ
入
月
三
十

一
日
二
至
ル

冬
季
休
業

十
二
月
二
十
五
日
ヨ
リ
翌
年

一
月
七
日
二
至

ル

章

学
科
及
課
程

(別
表
)

章

入
学
及
退
学
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第

十

条

第

十

二

条第

第

十

三

条

第

十

四

条

第

十

五

条

第

十

六

条

第

十

七

条

第

十

入

条

第

十

九

条

笙笙

±芋
条 条 第

 

第
二
十
二
条

巳

二
退
学
シ
タ
ル
生
徒

ニ
シ
テ
退
学
ノ
時

ヨ
リ

一
個
年
以
内

二
再
入
学
ヲ
志
願
シ
タ
ル
時

ハ
試
験

二
依
ラ
ズ
シ
テ

原
学
年
以
下
ノ
学
年

二
入
学
セ
シ
ム
ル
事
ア
ル
ベ
シ

他
ノ
中
学
校

二
転
学
ヲ
志
望

ス
ル
生
徒
ア
ル
時

ハ
正
当
ノ
事
由
ア
リ
ト
認
メ
タ

ル
場
合

二
限
リ
其
ノ
生
徒
ノ
在
学

証
明
書
及
ビ
成
績
表
ヲ
移
転
先
学
校

二
送
附
ス
ベ
シ

本
校

二
於
テ
他
ノ
学
校

ヨ
リ
前
項
書
類
ノ
送
致
ヲ
受
ケ
タ
ル
時

ハ
欠
貝
ア
ル
場
合

二
限
リ
入
学
ヲ
承
認

ス
ル
コ
ト

ア
ル
可
シ

前
項
ノ
規
定

二
依
リ
転
入
学
ヲ
承
認

ス
ル
生
徒

ハ
試
験
ヲ
行

ハ
ズ
シ
テ
同

一
学
年

二
編
入

ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ

四

章

試
験
規
則

試
験
ヲ
分
チ
テ
学
年
学
期
ノ
ニ
ト

ス

学
年
試
験

ハ
一
学
年
ノ
終
リ

ニ
学
期
試
験

ハ
第

一
学
期
第
二
学
期
ノ
終
リ

ニ
之
ヲ
行
フ

試
験
成
績

ハ
甲
乙
丙
丁
ノ
四

二
分

ツ

試
験

二
欠
席

シ
タ

ル
者

ハ
凡
テ
補
欠
試
験
ヲ
施
行
セ
ズ

生
徒
ノ
及
第

ハ
毎
学
期
試
験
及
ビ
学
年
試
験
ノ
成
績
及
ビ
平
素
ノ
学
業
ヲ
考
査

シ
テ
之
ヲ
定

ム

各
学
科
ノ
成
績

ハ
丙
以
上
ヲ
及
第
ト
ス

第

一
、
二
、
三
、
四
学
年
試
験
ノ
及
第
者

ニ
ハ
学
年
就
業
証
書
ヲ
授
与
シ
第
五
学
年
試
験
ノ
及
第
者

ニ
ハ
卒
業
証

書
ヲ
授
与

ス

五

章

学
費
規
則

本
校

二
入
学
ス
ル
者

ハ
在
学
保
証
書

ヲ
添

へ
入
学
金
弐
円
ヲ
納

ム
可
シ

本
校
ノ
授
業
料

ハ
第
三
学
年
以
上
ヲ

一
ヶ
年
金
弐
拾
七
円
五
拾
銭

(
一
ヶ
月
金
弐
円
五
十
銭
但
八
月
ヲ
除
ク
)
ト

シ
第
二
学
年
以
下
ヲ

一
ヶ
年
金
弐
拾
弐
円

(
一
ヶ
月
弐
円
八
月
ヲ
除
ク
)
ト
ス

授
業
料

ハ
毎
学
期
即
チ

一
月
四
月
九
月
ノ
三
回

二
分
チ
其
月
ノ
十
日
以
内

二
之
ヲ
前
納
ス
可
シ
但

シ
月
割
ヲ
以
テ
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学

年学科

第

]

学

年

毎
週時数

学

年学科

第

二

学

年

毎
週時数

学

年学科

ρ

第

三

学

年

毎
週時数

修

身国語及漢文外国語(英語)

人

倫

道

徳
ノ

要

旨講読、文法作文、習字綴字、読方、訳解書取、習字、会話

一
七六

修

身国語及漢文外国語(英語)

同

上同上読方、訳解、書取習字、会話、文法

一
七六

彦

身イ国語及漢文外国語(英語)

同

上同上読方、訳解、書取会話、文法

一
七七

地

理

日

本

地

理外国地理

二

地

理

外

国

地

理

一

地

理

外

国

地

理

一

歴

史

日

本

歴

史

一

歴

史

同

上

二

歴

史

東

洋

歴

史

二

数

学

算

術

四

数

学

算

術代数

四

数

学

代

数幾何

四

博

物物理化学

鉱

物

二

博

物物理化学

鉱

物

二

博

物物理化学

簸

理

衛

粧

二

図

画

自

在

画

一

図

画

自

在

画用器画

一

図

画

自

在

画用器画

一

唱

歌体操

単

音普通体操

{
兵

式

体

操

一
六

唱

歌体操

単

音同上

一
六

唱

歌体操

単

音複音同上

一
六

計

=

=

計

=

二

計

三
二
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別
表
)

学
科
課
程
及
教
授
時
数
表



体 唱 図 物 博 数 歴 地_外 漢国 修 学

計 羅 藷国 語 科 学

操 歌 画 学 物 学 史 理)語 文及 身 年

同 同 化 動 同 西 同 翻同 講 同

蕪 ㌶1
上 上 期期期 期期期 上 史 上 フ上 文 上

第

四

学

年

三
三

六 一 四三 三 一 二二 四 ニ ー 七 六 一
時毎
数週

体 唱 図 物 博 数 歴 地_外 漢国 修 学

計 羅 藷国 語 科 学

操 歌 画 学 物 学 史 理)語 文及 身 年

同 物 三幾 西 日 地 同 文 同 倫 同 第
理洋本

五
学 学

歴歴 学
一

上 理 角何 史史 文 上 史上 般上
年

三
三

六 四 四 ニ ー 九 六 一
時毎
数週
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第 第 第

十 十 十
五 四 三
条 条 条

第 第

十 十
七 六
条 条 第一

、

二

、

三

、

四

、

五

、

第

二

十

八

条 一
、

一

、

一

、

一

、

一

、

一

、

セ
ン
ト

ス
ル
モ
ノ
ハ
年
額
十

一
分
ノ

一
ヲ
毎
月
五
日
迄

二
納

ム
可
シ

授
業
料
ノ
納
付
ヲ
滞
リ
タ
ル
モ
ノ

ハ
保
証
人

ヨ
リ
之
ヲ
徴
収

ス

生
徒
在
学
中

ハ
出
席
ノ
有
無

二
拘

ハ
ラ
ズ
授
業
料
ヲ
徴
収

ス

入
学
金
並

二
授
業
料
月
割
額

ハ
一
旦
之
ヲ
納
メ
タ
ル
後
直
チ

ニ
退
学

ス
ル
モ
返
附
セ
ズ
但

シ

一
学
期
ノ
授
業
料
ヲ

前
納
シ
半
途

ニ
シ
テ
退
学
ス
ル
者

ハ
退
学
ノ
翌
月
分
ヨ
リ
還
附
ス
可
シ

六

章

賞
罰
規
則

身
体
健
全
品
行
方
正

ニ
シ
テ
学
術
優
等
ナ

ル
者

ニ
ハ
教
員
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
特
殊
ノ
待
遇

ヲ
為

ス
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

校
則
命
令

二
違
背
シ
タ
ル
者
及
ビ
総
テ
生
徒
タ
ル
ノ
本
分
ヲ
尽
サ
ザ

ル
者

ハ
其
情
状

二
依

リ
左
ノ
懲
罰
ヲ
加

フ
ル

モ
ノ
ト
ス

退 停 謹 退 訓
学 学 慎 場 戒

 

左
ノ
各
項
ノ

一

身
体
病
弱
若
ク

ハ
学
業
劣
等

ニ
シ
テ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
者

性
行
不
良

ニ
シ
テ
改
善
ノ
見
込
ナ
キ
者

出
席
極
メ
テ
不
定
ナ

ル
者

一
ヶ
年
以
上
引
続
キ
欠
席
シ
タ

ル
者

正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
又

ハ
無
届

ニ
テ
引
続
キ
十
五
日
以
上
欠
席
シ
タ

ル
者

屡
々
授
業
料
ノ
納
附
ヲ
怠
リ
タ

ル
者

謎
責
若
ク

ハ
教
講
シ
テ
将
来
ヲ
戒

ム

授
業

二
就
ク

コ
ト
ヲ
停
止
シ
教
場
ヲ
退
カ
シ
ム

校
内

二
謹
慎
セ
シ
メ
悔
悟
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
シ
ム

悔
俊
ノ
情
状
顕
著
ナ
ル
ニ
至

ル
迄
就
学
ヲ
停
止
ス

学
籍
ヲ
除
キ
テ
放
校

ス

ニ
該
当

ス
ル
者

ハ
退
学

セ
シ
ム
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一

、
第

第
二
十
九
条

第

三

十

条第

第
三
十
二
条

第
三
十
三
条

第
三
十
四
条第

第
三
十
五
条

第
三
十
六
条

第
三
十
七
条

第
三
十
入
条

第
三
十
九
条一

、

二

、

第
三
十
二
条
但
書

ノ
場
合

二
於
テ
適
当
ナ
ル
保
証
人
ヲ
立
テ
ザ

ル
者

七

章

生
徒
心
得

本
校
生
徒
タ
ル
者

ハ
常

二
本
校
教
育
ノ
旨
趣
ヲ
体
シ
剛
健
ナ

ル
身
体
堅
実
ナ

ル
道
義
明
敏

ナ
ル
知
識
ヲ
修
養
セ
ン

コ
ト
ヲ
期

ス
可
シ

前
条
ノ
目
的
ヲ
達
セ
ン
ガ
為
メ
ニ
居
常
言
動
ヲ
慎
ミ
校
規
教
訓

二
服
従
シ
荷
モ
生
徒
タ
ル
ノ
体
面
ヲ
傷
ク
可
ラ
ズ

第
三
十

一
条

総
テ
師
長
ヲ
尊
敬
シ
信
義
礼
節
ヲ
重
ン
ズ
ベ
ク
筍
モ
面
従
背
反
卑
劣
ノ
言
動
ヲ
為

ス
可
ラ
ズ

八

章

父
兄
保
証
人
心
得

入
学
ノ
承
認
ヲ
得
タ
ル
者

ハ
東
京
府
下

二
於
テ

一
家
計
ヲ
立
テ
本
校
ノ
指
示

二
従
ヒ
テ
被
保
証
人

二
関

ス
ル

一
切

ノ
責

二
任
ジ
得
ベ
キ
成
年
以
上
ノ
男
子
ヲ
保
証
人
ト
シ
第
三
号
書
式
ノ
在
学
保
証
書
ヲ
十

日
以
内

二
差
出

ス
ベ
シ

但
シ
本
校

二
於
テ
不
適
当
ト
認
ム
ル
保
証
人

ハ
之
ヲ
変
換

セ
シ
ム
可
シ

保
証
人

ニ
シ
テ
転
居

シ
又

ハ
改
名
シ
タ

ル
時

ハ
其
都
度
直
チ

ニ
本
校

二
通
知
シ
又
旅
行
ス

ル
時

ハ
相
当
ノ
代
理
人

ヲ
定
メ
本
校

二
申
シ
出
ヅ
可
シ

保
証
人

二
対
シ
本
校
ヨ
リ
出
頭
ヲ
促
シ
タ
ル
時

ハ
速

二
参
校
ス
可
シ

九

章

寄
宿
寮
規
則

本
寮

ハ
生
徒
ノ
父
母
兄
姉

二
代
リ
テ
其
ノ
保
護
訓
育
ノ
任

二
当

ル
所
ト
ス

本
寮

ハ
特

二
衛
生
体
育

二
注
意
シ
之

二
基
キ
テ
品
性
ノ
陶
冶
学
業
ノ
進
歩
ヲ
図
ル
可
シ

本
寮

ニ
ハ
寮
監
及
ビ
医
師
ヲ
置
キ
テ
寮
生
ノ
保
護
訓
育

二
従
事
セ
シ
ム

寮
生
ノ
勉
学
食
事
眼
起
運
動
其
ノ
他
外
泊
帰
宅
等

二
関
ス
ル
細
則

ハ
別

二
之
ヲ
定
ム

寮
生
若
シ
其
ノ
本
分
ヲ
尽
サ
ザ

ル
時

ハ
其
ノ
情
状

二
依
リ
左
ノ
懲
戒
ヲ
可

フ
ベ
シ

訓

戒

謹

慎
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三
、
保
証
人
預
ケ

四
、
退

寮

第
四
十
条
寮
費

ハ
物
価
ノ
高
低

二
伴
ヒ
時

々
之
ヲ
定

ム

(二
)
危
機

・
隆
運
そ
し
て
災
禍
と
戦
災

日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校
は
荏
原
郡
大
井
村

に
設
置
さ
れ
、
日
本
体
育
会
体
操
学
校
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
共
有

す
る
形
で
発
足
し
た
が
、

体
操
学
校
の
世
田
谷

・
深
沢

へ
の
移
転
に
と
も
な

い
、
荏
原
中
学
校
は
安
方
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
新
制
高
等
学
校
に
生
れ

変
わ
る
ま
で
の
荏
原
中
学
校
は
大
井
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
と
安
方
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代

の
二
期
に
分
か
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

ω

大
井
時
代
の
荏
原
中
学
校

明
治
三
十
八
年
発
足
以
降
、
荏
原
中
学
校
は
同
年
十

一
月
寄
宿
寮
を
新
築
し
、
翌
三
十
九
年
四
月
、
特
待
生
制
度
を
制
定
、
さ
ら
に

新
校
舎
を
落
成
さ
せ
、
四
十
二
年
三
月
三
十
日
に
は
、
第

一
回
卒
業
生
二
十
四
名
を
社
会
に
送
り
出
す

に
至

っ
た
。

こ
の
間

の
明
治
四

十
年
十

一
月
か
ら
は
、
課
外
に

「剣
術

・
柔
術

・
テ

ニ
ス

・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
」
の
各
部
を
設
け
、

一
つ
を
選
択
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
順
調
に
す
べ
り
出
し
た
荏
原
中
学
校
で
は
あ

っ
た
が
、
折
し
も
日
本
体
育
会
は
経
営
の
危
機

に
瀕
し
て
い
た

(詳
細
は

第

一
部
第
二
章
第
三
節
第
五
項
を
参
照
)
。

つ
い
に
、
加
納
会
長

(本
校
校
長
)
は
明
治
四
十
五
年
三
月
三
十

一
日
を
も

っ
て
辞
任
し
、

寺
田
勇
吉
が
四
月

一
日
よ
り
本
校
お
よ
び
体
操
学
校
の
校
長
代
理
の
任

に
当
た
る
な
ど
、
管
理
体
制
に
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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再
三
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
体
育
会
の
経
営
的
苦
境
は
、
大
正
初
期
に
跨

っ
て
続
き
、
荏
原
中
学
校

の
経
営
に
も
少
な
か
ら

ず
打
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
荏
原
中
学
校

へ
の
入
学
志
願
者
は
激
減
し
、
在
学
生

の
な
か
で
も
他

に
転
校
す
る
者
が

多
数
出
る
始
末
で
あ

っ
た
。
そ

の
結
果
、
大
正
三
年
度
末
に
は
生
徒
数
わ
ず
か
に
二
二
七
名
と
い
う
状
態
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
大
正

中
期
頃
よ
り
、
生
徒
数
が
徐

々
に
増
え
始
め
、
学
納
費

の
大
幅
な
値
上
げ
等
の
処
置
に
よ
り
、
危
機
を
脱
し
、

大
正
十
年
に
は
、
生
徒

定
員
を
六
〇
〇
名
に
変
更
す
る
ま
で
に
至
る
。
大
正
十
二
年
に
は
、
定
員
を
さ
ら
に
増
や
し
、
八
〇
〇
名
と
し
、
同
年
三
月
の
十
五
回

卒
業
生
は
、

一
〇
六
名
を
数
え
た
。
こ
の
間
、
大
正
九
年
十

一
月
に
は
学
友
会
が
発
足
、
同
十
年
十

一
月
二
十
日
に
は
、
日
本
体
育
会

の
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
大
運
動
会
等
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
大
正
十
二
年
九
月

一
日
の
関
東
大
震
災
の
被
害
は
荏
原
中
学
校
に
も
及
ん
だ
。
生
徒
に
死
傷
者
が
出
る
な
ど
の
直
接
の
被
害
は

避
け
ら
れ
た
も
の
の
、
日
体
荏
原
高
等
学
校

『創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
に
よ
れ
ば
、
次
に
示
す
よ
う
に
生
徒

の
激
減
を
経
験
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
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学
三 ニ ー 項
年 年 年 年

目

一 一 徒 震
五 一 九 数 災
三 四 十 前
名 名 名 生

ル 退
者 学

ニ ー 一 シ
一 入 三 タ

者 学 他
シ 校

一 タ ニ

入 九 七 ル 転

ル リ 震
者 死 災

亡 二
○ ○ ○ セ ヨ

明 メ 震
ナ 行 災
ル 方 ノ

○ ○ ○ 者 不 タ

一
徒 日 一

三 九 七 数 現 月
二 四 九 在 三
名 名 名 生 十



全 五 四
校 年 年

六 一 一

六 二 八
五 入 ○
名 名 名

八 一 二

三 〇 一

五 一

〇 二 四

○ ○ ○

○ ○ ○

五 一 一

九 一 六
〇 六 九
名 名 名

 

そ
の
後
の
荏
原
中
学
校

の
経
営
は
比
較
的
安
定
し
た
時
期
に
入

っ
た
。

月
に
は
父
兄
会
が
創
立
、
同
年
十
二
月
十
四
日
、
校
旗
が
制
定
さ
れ
た
。

和
九
年
五
月
二
十

一
日
に
は
左
に
掲
げ
る
校
訓
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

、
肇
国
ノ
大
道

二
遵
ヒ
忠
孝
ノ
大
節
ヲ
守
ル
ベ
シ

、
礼
儀
廉
恥
ヲ
重

ン
ジ
克
己
力
行
ヲ
励
ム
ベ
シ

、
勇
武
仁
慈

ノ
徳
性
ヲ
養

ヒ
質
素
優
雅
ノ
美
風
ヲ
ナ
ス
ベ
シ

昭
和
二
年
に
事
務
所
と
門
衛
所
が
新
築
さ
れ
、
昭
和
三
年
四

ま
た
、
昭
和
七
年
三
月
に
は
雨
天
体

操
場
が
新
築
を
み
、
昭
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昭
和
十
年

一
月
六
日
、
荏
原
中
学
校
お
よ
び
体
操
学
校
は
火
災
と

い
う
全
く
予
期
せ
ぬ
惨
事
に
遭
遇
す
る
。

『創
立
入
十
周
年
記
念
誌
』
に
語

っ
て
も
ら
お
う
。

そ
の
火
災
に
つ
い
て
は

午
前

一
時
二
十
分
頃
、
体
操
学
校
寄
宿
寮
と
隣
接
の
民
家
と
の
境
界
か
ら
出
火
し
た
が
、
冬
季
休
業
中
で
ほ
と
ん
ど
の
寮
生
が
帰

省
し
て
い
た
た
め
に
消
火
の
人
手
が
な
か

っ
た
こ
と
と
、
消
火
用
水
の
不
足
が
重
な
り
、
折
柄
十
メ
ー
ト

ル
の
強
風
に
あ
お
ら
れ



て
延
焼

の
防
ぎ
よ
う
も
な
く
紅
蓮
の
炎
の
な
め

つ
く
す
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
わ
ず
か
に
雨
天
体
操
場
、
便
所

一
棟
を
残
す
の
み
で
、

十
七
棟

・
建
坪
四
、
〇
七
二

・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
は
こ
と
ご
と
く
鳥
有
に
帰
し
た
。

学
校
当
局
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
、
父
兄
、
同
窓
生
は
荘
然
自
失
、

こ
と
ば
さ
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
籍
簿

・
成
績
表
等
は

ほ
と
ん
ど
搬
出
出
来
た
の
は
せ
め
て
も
の
幸

で
あ

っ
た
。
付
近
の
民
家
数
十
戸
も
類
焼
の
厄
を
被

っ
た
。

復
旧
作
業
は
翌
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
雨
天
体
操
場
を
改
築
し
て
教
室
に
充
て
、
さ
ら

に
近
く
の
日
本
女
子
歯

科
専
門
学
校
校
舎
の

一
部
を
借
用
し
て
、
授
業
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
復
旧
の
努
力

と
併
行
し
て
、
日
本
体

育
会
は
か
ね
て
か
ら
推
し
進
め
て
き
た
計
画
す
な
わ
ち
体
操
学
校
を
世
田
谷

・
深
沢

へ
移
転
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
、
や
が
て
荏
原
中

学
校
も
移
転
さ
せ
る
よ
う

と
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う

に
学
校
再
建
に
つ
い
て
苦
慮
し
て
い
た
折
に
、
蒲
田
区
が
区
内

に
中
学
校
が

一
校
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
区
議
会
の
中

に
中
学
校
招
致
委
員
会
を
設
置
し
て
、
区
内

に
本
校

を
移
転
さ
せ
る
よ
う
懇

請
し
て
き
た
。
昭
和
十
年
三
月
九
日
、
日
本
体
育
会
常
議
員
会
は
蒲
田
区
の
要
請
を
い
れ
て
、
蒲
田
区
安
方
町
、
す
な
わ
ち
、
現
在
地

で
あ
る
大
田
区
池
上
入
丁
目
二
六
番

一
号

の
地
に
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

②

安
方
時
代

の
荏
原
中
学
校

昭
和
十
年
入
月
九
日
、
蒲
田
区
安
方
町

の
移
転
予
定
地
で
地
鎮
祭
を
行

い
、
校
舎
建
築
に
着
工
、
十

一
年

一
月
二
十
八
日
に
新
校
舎

が
落
成
し
た
。
同
日
、

一
年
間
に
わ
た
る
仮
校
舎
の
授
業
に
終
止
符
を
打

っ
て
、
本
校

の
揺
藍
と
三
十
年
の
伝

統
を
築

い
た
大
井

・
土

佐
山
を
去

っ
て
、
復
興
の
地
蒲
田

・
安
方

へ
移
転
し
た
。
こ
の
日
の
様
子
を
神
田
正
雄
本
校
事
務
長
は
、
次

の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。
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離
別
と
哀
愁
と
、
復
興
の
地
、
蒲
田

へ
の
再
出
発
の
喜
び
と
を
胸
に
抱

い
て
、
名
残
り
の
校
庭

一
周
の
後
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
先

頭
に
身

に
は
剣
を
帯
し
銃
を
担

っ
て
劇
暁
た
る
嘲
夙
の
音
に
足
並
を
揃
え
て
、
雪
解
け

の
悪
路
を
も
の
と
も
せ
ず
、
町
民
の
名
残

惜
し
げ
な
見
送
り
の
中
を
隊
伍
堂
々
と
京
浜
国
道
を
行
進
し
た
。
沿
道
人
士
の
注
目
を
ひ
き

つ
つ
地
元
安
方
町
会
役
員

の
出
迎
え

を
う
け
て
、
入
校
式
を
行

っ
た
の
で
あ
る
。
(『創
立
入
十
周
年
記
念
誌
』
)

昭
和
十

一
年
二
月
十
六
日
、
関
係
者
四
〇
〇
余
名
が
参
列
し
、
盛
大
に
落
成
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
落
成

を
記
念
し
て
生
徒
作
品

展
覧
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。

復
興
の
地
蒲
田
安
方
町
の
校
地
は
、
蒲
田
区
か
ら
五
年
間
無
償

で
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、

区
か
ら
毎
年
三
、

一
九

二
円
の
補
助
金
が
本
校
に
対
し
て
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
北
に
池
上
本
門
寺
、
南
に
多
摩
川
の
清

流
、
遙
か
西
方
に
富
士

の
秀
峰
を
仰
ぎ
、
大
自
然
に
包
ま
れ
た
勉
学

に
も
、

ス
ポ
ー
ツ
に
も
最
適

の
地
で
あ

っ
た
。
当
初
は
、
木
造

モ
ル
タ

ル
ニ
階
建
、

一
、

五
九
九

・
〇

一
五
平
方
メ
ー
ト
ル
と

い
う
規
模
の
も

の
で
あ

っ
た
。
(校
地
九
、
七
七
二

・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
)

着

々
と
学
校
な
ら
び
に
周
辺
の
環
境
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
入
学
志
願
者
が
激
増
し
た
た
め
、
校
地
の
拡
張
、
校
舎

の
増
改
築

が
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
二
年
十
二
月
、
雨
天
体
操
場
を
移
築
し
、
翌
十
三
年
十

一
月
に
は
、
校
地
を
拡
張

(四
、
七
七
八

・
四
平
方
メ

ー
ト
ル
)
し
た
。
ま
た
、
十
四
年
に
、
木
造
平
家
建
校
舎
を
増
築

(四

一
〇

・
六
八
五
平
方
メ
ー
ト
ル
)
し
、
翌
十
五
年

に
は
、
木
造

二
階
建
校
舎
を
増
築

(
一
、
〇

一
九

・
七
平
方
メ
ー
ト
ル
)
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
時
間
が
前
後
す
る
が
、
十
四
年
十

一
月
に
は
、
世

田
谷
区
玉
川
等

々
力
町
の
多
摩
川
河
川
敷

に
、
本
校
農
場
を
作
り
、
流
汗
鍛
練
隊
の
名

の
下
に
作
業
道
場
と
し

た
。

昭
和
十
五
年
五

月
の
こ
と
で
あ
る
。
勤
労
に
従
事
し
な
が
ら
学
ぶ
者

の
た
め
に
広
く
門
戸
を
開
く
た
め
に
、
荏
原
第
二
中
学
校

が
併
設
さ
れ
た
。
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な

お

こ

の
年

の
十

月

に
、

て

い

る
。

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
な
ら
び
に
創
立
三
十
五
周
年
記
念
の
式
典
お
よ
び
大
運
動
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
。
十
二
月
十
日
に
は
報
国
団
報
国
隊
が
結
成
さ
れ
、
生
徒
は
軍
需
工
場
等
の

勤
労
作
業

へ
と
出
動
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
も
、
十
入
年
に
は
木
造
二
階
建
七
二
〇

・
八
八
四
平
方

メ
ー
ト
ル
の
校
舎
を
増

築
し
、
生
徒
定
員
も
十
六
年
の
八
〇
〇
名
か
ら

一
、
○
○
○
名

へ
の
変
更
、
さ
ら
に
、
十
入
年

一
、
二
五
〇
名

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
線
が
拡
大
し
、
本
土
に
及
ぶ
に
至
り
、

つ
い
に
本
校
校
舎
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
五

日
、
焼
失
と
い
う
事
態

を

む
か
え
る
。
こ
の
時

の
模
様
を

『創
立
入
十
周
年
記
念
誌
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

は
た
し
て
、
二
十
年
四
月
十
五
日
午
後
九
時
、
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
間
も
な
く
蒲
田
の
上
空
は
爆
音

に
覆
わ
れ
、
焼
夷
弾

の

光
に
続

い
て
炸
裂
す
る
爆
弾
音
が
轟
き
、
真
赤
に
染
ま

っ
た
夜
空
に
変
わ

っ
た
。
そ
し
て
、
十
二
時
頃
新

校
舎
裏

の
久
保
田
無
線

の
宿
舎
が
火
炎
を
吹
き
上
げ
、
火
の
手
は
校
舎
に
も
迫

っ
て
き
た
。
懸
命
に
消
火
に
努
め
た
が
、
風
向
き

が
悪
く
ほ
と
ん
ど
な
す

術
が
な
か

っ
た
。
間
も
な
く
旧
校
舎
と
新
校
舎

の
間

に
あ

っ
た
校
舎

(柔
道
室
、
工
作
室
、
唱
歌
室
に
あ

て
ら
れ
て
い
た
)
に
数

発
の
焼
夷
弾
が
命
中
し
、
火
勢
は
い
っ
そ
う
強
く
な

っ
た
。
消
火
ポ
ン
プ
等
ま

っ
た
く
役
に
立
た
ず
、
万
策

つ
き
果
て
避
難
す
る

の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
時
に
四
月
十
六
日
零
時
四
十
五
分
。

昭
和
十
年
大
井
か
ら
移
転
し
て
九
年
余
、
当
時
他
校
に
誇

っ
た
校
舎
等

の
施
設
は
こ
と
ご
と
く
灰
儘
と
化
し
た
の
で
あ

っ
た
。

国
旗
掲
揚
台
の
ポ
ー
ル
の
尖
端
が

ロ
ー
ソ
ク
の
炎
の
よ
う
に
風
に
あ
お
ら
れ
て
燃
え
る
さ
ま
は
凄
惨
さ
そ

の
も
で
あ

っ
た
。
た
だ

こ
の
日
の
空
襲
で
生
徒

一
同
が
無
事
で
あ

っ
た
の
が
せ
め
て
も
の
救

い
で
あ

っ
た
。
新
入
生
は
わ
ず

か
四

日
に
し
て

「授
業
当
分

中
止
、
決
定
次
第
告
知
す
る
」
と
い
う
掲
示
に
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

一1141一



空
襲
に
よ

っ
て
校
舎
を
焼
失
し
た
荏
原
中
学
校
は
さ

っ
そ
く
、
善
後
策
を
講
じ
、
四
月
二
十
三
日
か
ら
、
蒲

田
区
内
の
矢

口
国
民
学

校

で
、
授
業
を
再
開
、
さ
ら
に
五
月
二
十
八
日
か
ら
は
矢

口
西
国
民
学
校
を
借
用
し
て
授
業
を
継
続
し
た
が
、

当
地
で
、
八
月
十
五
日
、

終
戦
の
日
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(三
)
新
制
荏
原
高
等
学
校

の
誕
生
と
そ
の
学
則

昭
和
二
十
年
八
月
三
十
日
、
勤
労
動
員
令
が
解
除
さ
れ
、
九
月
三
日
か
ら
二
学
期

の
授
業
が
再
開
さ
れ
た
。

十
月
二
十
四
日
に
は
報

国

団
は
校
友
会
と
名
称
を
改
め
再
出
発
す
る
。
昭
和
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
荏
原
第
二
中
学
校
は
、
卒
業
生
を
送
り
出
す

こ
と
二
回
に

し

て
、
二
十

一
年
三
月
三
十

一
日
で
廃
校
と
な
り
、
開
校
以
来
六
か
年
の
幕
を
閉
じ
た
。

矢
口
西
国
民
学
校
で
の
仮
住
ま
い
は
、
二
十

一
年
度

の
新
入
生
募
集
業
務
を
最
後
に
、
本
校
は
、
四
月
二
十

二
日
、
世
田
谷
区
深
沢

町

の
日
本
体
育
専
門
学
校
跡
に
移
転
し
、
授
業
を
開
始
し
た
。
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
建
物
を
利
用
し
た
仮
校
舎

で
の
授
業
は
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
伴

っ
た
。
当
時
は
食
糧
事
情
が
窮
迫
し
た
状
況
に
あ

っ
た
の
で
、
授
業
は
当
初
二
部
制
で
五
月
十
三

日
ま
で
続
け
ら
れ
、
五

月
二
十
五
日
か
ら
は
日
曜
日
を
休
業
と
す
る
こ
と
に
し
、
十

一
月
二
十
五
日
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
教
科
書
も
文
部
省
発
行
の
も

の
と
は

い
え
、
紙
質
が
悪
く
三
、
四
冊
の
分
冊
に
な

っ
て
い
た
。
教
材

の
補
完
は
不
可
能

に
ひ
と
し
く
、
教
師
も
生
徒
も
た
い
へ
ん
な
苦
労
を

し

た
も

の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
仮
校
舎
が
狭
隆
と
な

っ
て
き
た
の
で
新
校
舎
の
建
築
が
急
が
れ
た
。
二
十
二
年
入
月
三
十
日
、
深

沢
に
新
校
舎

の
落
成
を

み
、
さ
ら
に
同
年
十

一
月
七
日
に
増
築
校
舎
が
落
成
し
新
校
舎

の
規
模
は
木
造
平
家
建
六
八
七

・
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、
増
築
校
舎
は
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木
造
平
家
建
三
三
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
で
あ

っ
た
。

当
時

の
教
育
界
は
終
戦
後
の
大
転
換
期
に
あ

っ
て
、
上
下
に
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
文
部
省
は
小
学
校

六
年
、
中
学
校
三
年
、

高
等
学
校
三
年
、
大
学
四
年
の
修
業
年
に
か
え
た
。
い
わ
ゆ
る

「六

二
二
制
」

の
導
入
を
打
ち
出
し
、
そ
の
実
施
時
期
を
、
中
学
校
は

二
十
二
年
四
月
か
ら
、
高
等
学
校
は
二
十
三
年
四
月
、
大
学
は
二
十
四
年
四
月
か
ら
と
決
定
し
た
。

新
制
度
に
よ
る
教
育
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
東
京
都
は
公
立
中
学
校
不
足
の
急
場
を
凌
ぐ
た
め
に
私
立
中
学
校
に
授
業
を
委
託

す
る
こ
と
に
な
り
、
二
十
二
年
四
月
新
制
度
に
よ
る
日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校
が
発
足
し
、
新

一
年
生
と
し
て
世
田
谷
区
か
ら
委
託
生

二

一
四
名

の
入
学
式
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
、
旧
制
度

(五
年
制
)

の
日
本
体
育
会
荏
原
中
学
校
第
四
十

回
卒
業
生

一
八
二
名
が
巣
立

っ
て
ゆ
き
、
旧
制
中
学
校
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。
四
月
か
ら
新
制
度
に
よ
る
全
日
制
普
通
科
課
程
の
荏
原

高
等
学
校
が
誕
生
し
、
旧
制
度

の
生
徒
が
そ
の
ま

・
一
-
三
年
に
移
行
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
す
で
に
、
二
十

一
年
頃
か
ら
要
望
が
出
は
じ
め
て
い
た
蒲
田
区
安
方
町

へ
の
復
帰
の
気
運
が
熟

し
、
二
十
三
年
十

一
月

に
決
定
さ
れ
そ
の
移
転
が
具
体
化
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
三
月
に
新
制
高
等
学
校
第

一
回
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
か
ら
春
休
み
を
利

用
し
て
深
沢
校
舎
の

一
部
を
解
体
し
、
安
方
の
地
に
平
屋
二
棟

の
仮
校
舎
を
建
て
、
高
等
学
校
お
よ
び
中
学
校

の
入
学
式
を
挙
行
し
た
。

な
お
中
学
二
、
三
年
生
は
世
田
谷
区

の
委
託
生
で
あ
る
た
め
、
卒
業
ま
で
深
沢
校
舎
で
授
業
を
続
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

社
会
情
勢
も
年
を
逐

っ
て
平
静
さ
を
と
り
戻
し
は
じ
め
た
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
年
に
わ
た

っ
て
、
木
造

モ
ル
タ
ル
塗
二
階
建

の

中
央
校
舎
、
東
校
舎
、
西
校
舎
が
次

々
と
新
築

・
落
成
し
、
二
十
九
年
か
ら
は
新
し
い
時
代

の
要
請
に
応
え
て
商
業
科
が
設
置
さ
れ
、

一
方
、
中
学
校
の
生
徒
募
集
を
停
止
し
た
。
こ
の
時
点
で
本
校

の
生
徒
定
員
は
高
等
学
校
普
通
科
四
八
〇
名
、
商
業
科
二
四
〇
名
と
い

う
規
模
を
維
持
す
る
に
至

っ
た
。
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三
十
年
に
は
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典

・
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
、
五
十
年
史

の
刊
行

・
校
旗
の
制
定
、
新

校
歌
の
発
表
等
が
な
さ

れ
て

い
る
。
三
十

一
年
三
月
、
新
制
中
学
校
第
九
回
卒
業
生
二
十
四
名
を
送
り
出
し
て
、
可
愛
ら
し

い
弟
達
は

い
な
く
な

っ
た
。
こ
こ

数
年
前
か
ら
復
活
を
望
む
声
が
聞
か
れ
る
。

な
お
、
新
制
高
等
学
校
と
し
て
新
た
な
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
っ
た
荏
原
高
等
学
校
学
則

の
う
ち
、
商
業
科
増
設
が
認
可
さ
れ
た
と

き
の
学
則

(昭
和
二
十
九
年
改
訂
)
を
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。

第 第第 第第 第第 第

荏

原

高

等

学

校

学

則

第

一

章

総

則

一

条

本
校
は
学
校
法
人
日
本
体
育
会
が
経
営
す

る
。

二

条

本
校
は
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
、
同
施
行
規
則
及
び
私
立
学
校
法
に
よ

っ
て
設
置
す

る
全
日
制
高
等
学
校
で

普
通
課
程
と
商
業
課
程
を
置
く
。

三

条

本
校
の
位
置
は
東
京
都
大
田
区
安
方
町
四
八
番
地
に
置
く
。

四

条

本
校
は
男
子
に
必
要
な
高
等
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
施
し
、
特
に
人
格

の
陶
冶
と
社

会
的
教
養
を
洒
養
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

五

条

本
校
は
教
育
の
尊
厳
を
保

つ
た
め
政
党
政
派
並
び
に
偏
向
し
た
政
治
的
又
は
思
想
的
活
動
を
許
さ
な

い
。

六

条

本
校

の
主
義
方
針
に
賛
同
し
て
子
弟

の
教
育
を
依
頼
す
る
父
兄

(保
護
者
)
と
の
約
束

の
も
と
に
そ
の
子
弟
を
本

校
生
徒
と
し
て
教
育
す
る
。

七

条

本
校
に
は
学
校
長
、
教
頭
、
教
諭
、
兼
任
教
諭
、
嘱
託
教
員
並
び
に
事
務
職
員
を
お
く
。

入

条

教
職
員
は
本
校

の
教
育
目
的
を
体
し
て
教
育
活
動
に
誠
実
な
努
力
を
な
し
、
す
べ
て
率
先
垂
範
す
る
を
要
す
る
。
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第

九

条

第

十

条

第

十

一
条

第

十

二

条

第

十

三

条

第

十

四

条

第

十

五

条

第

十

六

条

第

十

七

条

第

十

八

条

第

十

九

条

学
校
管
理
、
教
職
員
の
職
責
に
関
す
る
組
織
及
び
規
定
は
別
に
之
を
定
め
る
。

教
師
と
生
徒
と
は
互

い
に
そ
の
人
格
を
尊
重
し
、
特
に
生
徒
は
教
師
を
尊
敬
し
そ
の
指
示
指
導
に
従
順
で
あ
る
こ

と
を
要
す
る
。

第

二

土早

{疋
貝

・
修
業
年
限
等

本
校
の
定
員
は
七
百
二
十
名
と
し
普
通
課
程
は
十
二
学
級
四
百
入
十
名
商
業
課
程
は
六
学

級
二
百
四
十
名
と
す
る
。

修
業
年
限
は
三
ケ
年
と
す
る
。

学
年
は
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
わ
る
。

一
学
年
を
三
期
制
と
す
る
。
第

一
期
は
四
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
迄
、
第
二
期
は
九
月

一
日
か
ら
十
二
月
三

日
迄
、
第
三
期
は
翌
年

一
月

一
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
迄
と
す
る
。

毎
日
の
教
育
活
動
は
午
前
八
時
に
始
ま
り
午
後
四
時
に
終
る
。
但
し
季
節

に
よ

っ
て
伸
縮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

三

章

休
日

・
休
暇

本
校
の
休
日
は
下
記
の
通
り
と
す
る
。

祝
日

・
日
曜
日

・
創
立
記
念
日

長
期
の
休
暇
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

夏
季
休
暇

七
月
二
十

一
日
か
ら
入
月
三
十

一
日
ま
で

冬
季
休
暇

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年

一
月
七
日
ま
で

春
季
節
休
暇

三
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で

前
二
条

の
規
定
の
外
、
教
育
上
必
要
と
認
め
た
と
き
は
臨
時
休
業
授
業
時
間

の
短
縮
等
行
う

こ
と
が
あ
る
。

第

四

章

入
学

・
在
学

・
卒
業

本
校
入
学

の
資
格
は
中
学
校
卒
業
或
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
し
て
相
当
の
年
齢

に
達
し
、
心
身
共
に
健

全
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
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第

二

十
条

第
二
十

一
条

第 第 第

十 十 十
四 三 二
条 条 条

 

第
二
十
五
条

第
二
十
六
条

第
二
十
七
条

第
二
十
入
条

第
二
十
九
条

第

三

十
条

第
三
十

一
条

本
校
に
入
学
を
希
望
す
る
者
は
所
定
の
入
学
願
書
履
歴
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
と
と
の
え
、
考
査
料
と
共
に
本

校
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

本
校
に
入
学

の
許
可
を
受
け
た
も
の
は
所
定

の
様
式
の
在
学
証
書
を
認
め
、
所
定

の
入
学
料
を
添
え
て
提
出
す
る

も
の
と
す
る
。

本
校
に
在
学
す
る
も
の
は
校
則
及
び
そ
れ
に
伴
う
諸
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
校
所
定
の
単
位
を
全
部
履
修
し
た
も

の
に
は
所
定
の
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。

三
年
間
に
所
定

の
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時
は
そ
の
単
位
を
履
修
す
る
ま
で
六
ヵ
月
又
は

一
ケ

年
引
続
き
在
学
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。

第

五

章

保
護
者

・
保
証
人

子
弟
の
生
活
と
教
育
と
に
責
任
を
も

つ
父
兄
を
保
護
者
と
す
る
。

保
護
者
は
生
徒

の
在
学
中
そ
の
身
上
に
関
す
る
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
は
常

に
そ
の
住
所
を
学
校
に
届
け
出
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
は
通
知
簿

・
生
徒
手
帖

・
生
徒
会
新
聞
な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
学
校
訪
問

・
教
育
懇
談
会

へ
の
参
加
等
に

よ
り
、
家
庭
と
学
校
と
の
連
絡
を
保

つ
こ
と
を
要
す
る
。

保
護
者
は
本
校
教
員
と
共
に
学
校
教
育
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
教
育
懇
談

の
た
め
の
組
織
は
別
に

之
を
定
め
る
。

保
護
者

の
住
所
が
遠
隔
の
場
合
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
別
に
都
内

に
在
住
す
る
保
証
人
を
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
。

但
し

こ
の
場
合
学
校
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

六

章

休
学

・
退
学

・
転
学

病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
で
二
ヵ
月
以
上
欠
席
し
よ
う
と
す
る
者
は
保
護
者
か
ら
休
学
願
を
提
出
し
て
、
学
校
長

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
三
十
二
条

第
三
十
三
条

第
三
十
四
条

第
三
十
五
条

第
=
一十
六
条

第
三
十
七
条

第
三
十
八
条

第
三
十
九
条

第

四

十

条

附

則

第
四
十

一
条

病
気

・
転
住
そ
の
他
正
当
な
理
由
で
転
校
又
は
退
学
を
希
望
す
る
者
は
所
定

の
書
類
を
と
と
の
え
て
、
保
護
者
か

ら
学
校
長
に
願
い
出
出
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

七

章

褒
章

・
罰
則

学
力

・
性
行

・
出
席

の
諸
条
件
が
他
に
秀
で
、
人
間
成
育
過
程
に
於
い
て

一
般
生
徒
の
模

範
と
す
る
に
足
る
も
の

は
学
年
末
に

一
定

の
方
法
に
よ

っ
て
表
彰
す
る
他
、
卒
業
の
際
に
賞
状
等
を
授
与
し
て
之
を
褒
賞
す
る
。

出
席
常
な
ら
ず
或

い
は
無
届
の
ま

・
一
ケ
月
以
上
欠
席
し
た
者
、
ま
た
納
入
金
滞
納
ニ
ケ
月
以
上
に
及
ぶ
者
は
之

を
除
籍
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

校
則
を
守
ら
ず
共
同
生
活
を
み
だ
し
又
は
学
業

・
性
行
の
不
良
等
に
よ
り
、
学
校
長
が
就
学
継
続
困
難
と
認
め
た

も
の
に
対
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
謎
責

・
謹
慎

・
停
学

・
退
学
そ
の
他
適
当
と
認
め
た
教
育
上

の
処
分
を
行
う
。

第

入

章

教
育
課
程

本
校
三
ケ
年
間
に
履
修
す
べ
き
教
育
課
程

・
時
間
配
当
表
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

(別
表

)

第

九

章

入
学
考
査
料

・
入
学
料
及
び
授
業
料

本
校
の
入
学
考
査
料

・
入
学
料
及
び
授
業
料
は
下
の
通
り
で
あ
る
。

入
学
考
査
料

五
百
円

入

学

料

弐
千
円

授
業
料

(月
額
)

九
百
円

授
業
料
は
生
徒
が
在
籍
す
る
問
は
毎
月
之
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
旦
納
め
た
納
入
金
は
事
情
の
如
何
を
問
わ
ず
之
を
返
還
し
な

い
。

寄
宿
舎
制
度
は
当
分
之
を
定
め
な

い
。

本
校
校
則

の
施
行
上
必
要
な
細
則
は
別
に
之
を
定
め
る
。
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教 育 課 程 時 間 配 当 表

程課常通

総

時

数
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次年
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3339
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単

位

別程課

別科教

嗣語国

史

史会理

題社地本界問般文事一人日世時

育体健保

ω
何
②学析析数般一解幾解

物
理
学
学生物化地

済
規
営
算
務
語

計計経業実英会商業及書業記算商法経珠文商簿

ー

ー

文

能

算

済

習

品

査英乙ーー経実調語語業務計国外国漢芸珠商実商統

社

会

数

学

理

科

＼

必
修
別

共

通

必

修

教

科

目

関
係
必
修
教
科
目

選

択

教

科

目
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第
四
十
二
条

選
択
教
科
目

に
つ
い
て
は
時
の
事
情

に
よ
り
多
少
の
変
更
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。

選
択
教
科
目
中
普
通
課
程
の
外
国
語
は
各
年
次
五
単
位
必
修
と
し
、
国
語
乙

・
漢
文

・
芸
能

・
珠
算

・
商
業
経
済
中
よ
り
二
科

目
を
選
択
せ
し
め
る
。

商
業
課
程
は
入
十
五
単
位
以
上
の
う
ち
、
商
業

に
関
す
る
科
目
三
十
単
位
以
上
を
履
修
す
る
も

の
と
す

る
。
普
通
課
程
は
共
通

必
修
教
科
目
に
選
択
教
科
目
を
加
え
て
八
十
五
単
位
以
上
を
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

社
会
は

一
般
社
会
を
除
き
普
通
課
程
は
十
単
位
、
商
業
課
程
は
五
単
位
以
上
を
履
修
せ
し
め
、
理
科
・数
学
は
普
通
課
程
は
各

々

十
五
単
位
、
商
業
課
程
は
各

々
五
単
位
以
上
を
履
修
す
る
も
の
と
す
る
。

(四
)
施
設
の
拡
充
と
教
育
内
容
の
充
実

新
制
の
荏
原
高
等
学
校

が
成

っ
て
、
ほ
ぼ
十
年
を
経
て
、
さ
ら
な
る
充
実

・
発
展
の
時
代
を
迎
え
た
。
生
徒

数
の
増
加
に
伴

い
、
新

し

い
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
内
容
の
刷
新
が
計
ら
れ
て
い
っ
た
。
以
下
、
そ
の
経
緯
を
素
描
し

て
み
よ
う
。

昭
和
三
十
二
年
十

一
月
、
体
育
教
育
の
充
実
を
期
し
て
、
講
堂
兼
体
育
館
が
落
成
し
た
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建

(
一
部
木
造

二
階
)
七
四
二
平
方
メ
ー
ト

ル
の
規
模
で
、
ド
ー
ム
型
の
屋
根
は
、
当
時

と
し
て
は
最
新
の
様
式
で
あ

っ
た
。
翌
三
十
三
年
七
月
に
は
、

二
十
五
メ
ー
ト

ル
、
六

コ
ー

ス
の
プ
ー

ル
が
完
成
三
十
七
年
に
浄
化
装
置
を
設
置
、

一
般
に
も
開
放
さ
れ
た
。
三
十
四
年
七
月
、
理
科

実
験
室
、
商
業
科
特
別
教
室
を
容
す
る
鉄
筋
三
階
建

の
別
館
が
落
成
し
た
。
総
面
積
九
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
前
記

教
室

の
他
、
図
書
室
、
大
教
室

(百
名
収
容
)
が
整
備
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
る
。

一
方
、
同
三
十
四
年
七
月
、
上
信
越
国
立
公
園
志
賀
高
原
熊

の
湯
に
学
校
寮
が
新
築
落
成
、
「
荏
原
高
等
学
校
高
原
寮
」
と
命
名
さ
れ
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た
。
標
高

一
、
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
、
敷
地

一
W
三
三
四
平
方
メ
ー
ト

ル
、
木
造
モ
ル
タ

ル
ニ
階
建

一
〇
九
平
方

メ
ー
ト
ル
の
施
設
は
、

冬
は
ス
キ
i
実
習
に
、
夏
は
大
自
然
の
中

の
避
暑
地
と
し
て
校
外
学
習
に
大

い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年

に
は
、
高
原
寮

の
老
朽
化
に
伴

い
鉄
筋
二
階
建
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た

一
連

の
施
設
充
実

に
伴

い
、
校
庭
は
ま
す
ま
す
狭
く
な
り
、
野
球
部

・
陸
上
部

・
ラ
グ
ビ
i
部
が
共
同
で
使
用
し
て
い
た

運
動
場

で
の
練
習
に
も
支
障
を
き
た
す
よ
う

に
な

っ
た
。
折
し
も
昭
和
三
十
四
年
、
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
東
京
予
選
で
、

本
校
野
球
部
は
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
、
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
た
が
、
こ
れ
が
契
機
と
な

っ
て
、
同
年
八
月
、
専
用
球
場
の
設
置
に
至

っ
て
い
る
。
多
摩
川
河
川
敷
大
田
区
下
丸
子
地
先

の
農
地

一
一
、
〇
二
二
平
方
メ
ー
ト

ル
が
譲
渡
さ
れ
、
常
時
本
格
的
な
野
球
の
練
習

に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
備
え
て
都
市
計
画
が
進

め
ら
れ
、
都
市
の
様
相

は
急
速
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
。
本
校
も
、
昭
和
三
十
六
年
九
月
か
ら
、
三
期
構
想
に
よ
る
校
舎
建
築
に
取
り
か
か
り
、
三
か
年
の
歳
月

を
費
や
し
て
、
三
十
九
年
十
月
三
十

一
日
、
全
長

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
鉄
筋
四
階
建
、
総
面
積
四
、
九
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
校
舎

が
完
成
し
た
。

こ
う
し
て
苦
難
に
み
ち
た
茨
の
道
を
切
り
開
き
躍
進
を
続
け
て
き
た
本
校
は
、
昭
和
三
十
年
代
で
施
設

・
設
備
も

一
応
整
え
ら
れ
、

三
十
九
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典

・
記
念
行
事
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。

一
方
、
教
育
内
容

の
方

へ
目
を
向
け
て
み
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
、
大
学
入
試
の
競
争
が
し
だ
い
に
激
化
す

る
様
相
を
示
し
始
め
て
い

た
時
期
で
も
あ

っ
た
。
本
校
に
お
い
て
も
、
三
十
三
年
か
ら

コ
ー

ス
別

の
組
編
成
を
行

い
、
進
学
率

の
向
上
を
目
ざ
し
た
。
就
職
指
導

の
取
組
も
同
様
に
、
就
職
先
の
開
拓
、
安
定
優
良
企
業

へ
の
就
職
な
ど
に
力
点
が
置
か
れ
、
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
。

こ
の
他
、
図
書
室
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の
設
置
に
伴

っ
た
蔵
書
計
画
、
新
校
歌

の
制
定

(川
路
柳
虹
作
詞
・小
村
三
千
三
作
曲
、
三
十
三
年
五
月
)
、
生
徒
会
活
動
の
目
ざ
ま
し

い
発
展
な
ど
、
特
筆
す

べ
き
事
柄
は
多
か

っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
改
訂
さ
れ
た
学
則
を
以
下
に
示
し
て
お
き
た
い

・つ
。

。
教
育
課
程

の
大
幅
な
改
正
の
様
子
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
よ

第 第第 第第 第

 

第第

荏

原

高

等

学

校

学

則

第

一

章

総

則

一

条

本
校
は
学
校
法
人
日
本
体
育
会
が
経
営
す
る
。

二

条

本
校
は
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
、
同
施
行
規
則
及
び
私
立
学
校
法
に
よ

っ
て
設
置
運
営
す
る
全
日
制

の
課
程
、

普
通
科
と
商
業
科
を
置
く
。

三

条

本
校
は
荏
原
高
等
学
校
と
称
し
、
東
京
都
大
田
区
安
方
町
四
八
番
地
に
置
く
。

四

条

本
校
は
男
子
に
必
要
な
高
等
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
施
し
、
特
に
人
格

の
陶
冶
と
社
会
的
教
養
を
酒
養
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

五

条

本
校
は
教
育

の
尊
厳
を
保

つ
た
め
政
党
政
派
並
び
に
偏
向
し
た
政
治
的
又
は
思
想
的
活
動
を
許
さ
な
い
。

六

条

本
校
の
主
義
方
針
に
賛
同
し
て
子
弟

の
教
育
を
依
頼
す
る
父
兄

(保
護
者
)
と
の
約
束

の
も
と
に
そ
の
子
弟
を
本

校
生
徒
と
し
て
教
育
す
る
。

七

条

本
校
に
は
学
校
長

一
、
教
頭

一
、
教
諭
五
〇
、
兼
任
教
諭

一
、
講
師

一
五
、
並
び
に
事
務
職
員
五
、
学
校
医

一
、

学
校
歯
科
医

一
、
学
校
薬
剤
師

一
を
置
く
。

入

条

教
職
員
は
本
校
の
教
育
目
的
を
体
し
て
教
育
活
動
に
誠
実
な
努
力
を
な
し
、
す
べ
て
率
先
垂
範
す
る
を
要
す
る
。
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第

九

条

第

十

条

第

十

条

第

十

二

条

第

十

三

条

第

十

四

条

第

十

五

条

第

十

六
条

第

十

七

条

第

十

入

条

学
校
管
理
、
教
職
員
の
職
責
に
関
す
る
組
織
及
び
規
定
は
、'
別
に
之
を
定
め
る
。

教
師
と
生
徒
と
は
互
い
に
そ
の
人
格
を
尊
重
し
、
特
に
生
徒
は
教
師
を
尊
敬
し
そ
の
指
示
指
導

に
従
順
で
あ
る
こ

と
を
要
す
る
。

第

二

章

定
員
、
修
業
年
限
等

本
校

の
定
員
は
壱
千
八
百
名
と
し
全
日
制

の
課
程
普
通
科
は
参
拾
学
級
壱
千
五
百
名
、
商
業

に
関
す
る
学
科
商
業

科
は
六
学
級
参
百
名
と
す
る
。

修
業
年
限
は
三
年
と
す
る
。

学
年
は
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十

一
日
に
終
わ
る
。

一
学
年
を
三
期
制
と
す
る
。
第

一
期
は
四
月

一
日
か
ら
入
月
三
十

一
日
ま
で
、
第
二
期
は
九
月

一
日
か
ら
十
二
月

三
十

一
日
ま
で
、
第
三
期
は
翌
年

一
月

一
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

毎
日
の
教
育
活
動
は
午
前
入
時
に
始
ま
り
午
後
四
時
に
終
る
。
但
し
季
節
に
よ

っ
て
伸
縮
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第

三

章

休
日
、
休
暇

本
校

の
休
日
は
下
記

の
と
お
り
と
す
る
。

国
民
の
祝
日
、
日
曜
日
、
創
立
記
念
日

長
期

の
休
暇
は
下
記

の
と
お
り
と
す
る
。

夏
季
休
暇

七
月
二
十

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で

冬
季
休
暇

十
二
月
二
十
五
日
か
ら
翌
年

「
月
七
日
ま
で

春
季
休
暇

三
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
三
十

一
日
ま
で

第

四

章

入
学
、
在
学
、
卒
業

本
校
入
学
の
資
格
は
中
学
校
卒
業
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
し
て
相
当
の
年
齢

に
達
し
、
心
身
共

に
健
全
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
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第

十

九

条

第

二
十

条

第
二
十

一
条

第
二
十
二
条

第
二
十
三
条

第 第 第 第

十 十 十 十
七 六 五 四
条 条 条 条

 

第
二
十
八
条

第
二
十
九
条

本
校
に
入
学
を
希
望
す
る
者

は
所
定

の
入
学
願
書
履
歴
書
そ
の
他
必
要
な
書
類
を
整
え
て
、
選
抜
料
と
共
に
本
校

に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

本
校
に
入
学
の
許
可
を
受
け
た
も

の
は
所
定
の
在
学
証
書
を
認
め
、
所
定

の
入
学
料
を
添

え
て
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

本
校
に
在
学
す
る
者
は
校
則
及
び
そ
れ
に
伴
う
諸
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第

五

章

教
育
課
程
、
学
習
評
価
及
卒
業
等

本
校

の
教
育
課
程
は
別
表
に
定
め
る
教
科
及
特
別
教
育
活
動
、
並
び
に
学
校
行
事
等
に
よ
り
編
成
し
、
各
学
年

の

課
程
の
修
了
は
生
徒

の
平
素
の
成
績
を
評
価
し
学
年
末
に
お
い
て
認
定
し
、
所
定
の
全
課
程
を
修
了
し
た
者
に
は

所
定

の
卒
業
証
書
を
授
与
す
る
。

三
年
間
に
所
定

の
単
位
を
履
修
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時

は
そ
の
単
位
を
修
了
す
る
ま
で
六
ヵ
月
又
は

一
ヶ

年
引
続
き
在
学
を
命
ず

る
こ
と
が
あ
る
。

第

六

章

保
護
者
、
保
証
人

子
弟

の
生
活
と
教
育
と
に
責
任
を
も

つ
父
兄
を
保
護
者
と
す
る
。

保
護
者
は
生
徒

の
在
学
中
そ
の
身
上
に
関
す
る
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

保
護
者
は
常
に
そ
の
住
所
を
学
校
に
届
け
出
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
は
通
知
簿

・
生
徒
手
帳
、
生
徒
会
新
聞
等
に
関
心
を
持
ち
学
校
訪
問
、
教
育
懇
談
会

へ
の
参
加
等
に
よ
り

家
庭
と
学
校
と
の
連
絡
を
保

つ
こ
と
を
要
す
る
。

保
護
者
は
本
校
教
員
と
共
に
学
校
教
育
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
教
育
懇
話

の
た
め
の
組
織
は
別
に

之
を
定
め
る
。

保
護
者
の
住
所
が
遠
隔
の
場
A
口
は
そ
の
代
理
人
と
し
て
別
に
都
内
に
在
住
す
る
保
証
人
を
定
め
る
こ
と
を
要
す
る
。

但
し
こ
の
場
合
学
校
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第

三

十

条

第
三
十

一
条

第
三
十
二
条

第
三
十
三
条

第
三
十
四
条

第

七

章

休
学
、
退
学
、
転
学

病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由

で
二
ヵ
月
以
上
欠
席
し
よ
う
と
す
る
者
は
保
護
者
か
ら
休
学
願

を
提
出
し
て
、
学
校
長

の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

病
気

・
転
住
そ
の
他
正
当
な
理
由
で
転
校
を
希
望
す
る
者
は
所
定

の
書
類
を
整
え
て
、
保

護
者
か
ら
届
け
出
て
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
退
学
し
よ
う
と
す
る
時
は
所
定

の
書
類
に
そ
の
事
由
を
明
ら
か
に
し
必
要
な
書
類

を
添
え
、
保
護
者
か
ら
学
校
長
に
願
い
出
て
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

入

章

賞

罰

学
力
、
性
行
、
出
席

の
諸
条
件
が
他
に
秀
で
、
人
間
育
成
課
程
に
お
い
て

一
般
生
徒

の
模
範
と
す
る
に
足
る
も
の

は
学
年
末
に

一
定

の
方
法
に
よ
っ
て
表
彰
す
る
他
、
卒
業

の
際

に
賞
状
等
を
授
与
し
て
之
を
賞
す
る
。

生
徒
が
学
則
そ

の
他
本
校
の
定
め
る
諸
規
則
を
守
ら
ず
、
そ
の
本
分
に
も
と
る
行
為

の
あ

っ
た
時
は
懲
戒
処
分
を

行
う
。

1
、
懲
戒
は
訓
告
、
停
学
及
退
学
と
す
る
。

2
、
前
項
の
退
学
は
次
の
各
号
の

一
に
該
当
す
る
生
徒
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一二

、

三

、

四

、

第

本
校
の
選
抜
料
、

選

抜

入

学

性
行
不
良
で
改
善

の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
。

学
力
劣
等
で
正
業

の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
。

正
当

の
理
由
が
な
く
て
出
席
常

で
な
い
者
。

学
校

の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者
。

九

章

選
抜
料
、
入
学
料
、
授
業
料

入
学
料
及
授
業
料
は
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

料

弐
千
円

料

四
万
円

1154



教 育 課 程 表

科業商

算
9自

-

9
ρ

9乙

2

3

り乙

-

3

9白

90

2

9々

2

9ρ

94

1

33

脾
りρ

-

3

3

3

り4

1

5

00

り0

9
0

2

り自

1

33

碑

3

2

3

3

2

6

4

虞U

gQ

1

33

科通普

年3

職就
2

9自

り0

5

9自

2

3

1

6

4

2

1

33

科文
2

〔」

0
乙

3

5

9山

2

3

1

7

1

33

科理

2

2

2

7

00

qO

りQ

-

6

1

33

鋒
2

り0

2

4

5

り0

9臼

9
自

9盈

-

6

1

33

博
4

2

4

6

2

9
々

4

2

6

1

33

年学程

目課科科教

語

甲

I

H国乙乙典代典典現古古古

会

済

史

B

A

B社経史・・本理理界理治倫政日世地地

I

A

B

m1111学学学学数数数数

A

B

A

B

物

学理理学学物物化化生地

育
健体保

1術美

A

B語語英英

般
事
営
規
品
記
記
計
務
務
語
術
践一法簿簿実実英美実業業業業算書業業業商商経商商商工会計文商商商

動活育教別特

計合位単

国

語

社

会

数

学

理

科

健
育保体

術芸

語国外

商

業
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第
三
十
五
条

第 第 附 第

十 十 則 十
八 七 六
条 条 条

授
業
料

(月
額
)

弐
千
円

授
業
料
は
生
徒
が
在
籍
す
る
間
は
毎
月
之
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

示
に
従
わ
な

い
者
は
退
学
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

一
旦
納
入
し
た
納
入
金
は
事
情

の
如
何
を
問
わ
ず
之
を
返
還
し
な

い
。

本
校
校
則
の
施
行
上
必
要
な
細
則
は
別
に
之
を
定
め
る
。

こ
の
学
則
は
昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日
よ
り
実
施
す
る
。

滞
納
ニ
ケ
月
以
上
に
及
び
学
校

の
指

昭
和
四
十

一
年
四
月

一
日
、
戦
後
の
学
制
改
革
以
来

の

「荏
原
高
等
学
校
」
の
校
名
を
、
経
営
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
日
本
体
育
会

の
要
請
に
よ
り
、
創
立
当
初
に
冠
さ
れ
て
い
た

「
日
本
体
育
会
」
を

「
日
体
」
に
簡
略
化
し
て
、
こ
れ
を
冠
す

る
こ
と
と
し
、
「
日
体
荏

原
高
等
学
校
」
と
改
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

昭
和
四
十
年
代
の
半
ば
頃
は
、
高
校
生

の
政
治
活
動
が
最
も
活
発
な
時
で
あ

っ
た
が
、
本
校
に
お

い
て
も
そ

の
影
響
は
避
け
ら
れ
な

か

っ
た
。

こ
う
し
た
生
徒
を
取
り
込
ん
だ
民
主
化

へ
の
う
ね
り
は
、
学
校
全
体
の
民
主
化

へ
と
連
ら
な

っ
て

い
く
。
教
職
員
が
学
校
運

営
に
積
極
的
に
関
与

・
発
言
し
う
る
よ
う

に
な

っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ

っ
た
。

昭
和
四
十
九
年
四
月
に
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
造
ら
れ
た
プ
ー
ル
を
取
り
壊
し
て
、
そ
の
跡
地
に
鉄
筋
四
階
建
、
総
面
積

一
、
五

一

七
平
方
メ
ー
ト

ル
の
第
二
体
育
館
が
落
成
し
た
。

こ
の
施
設
に
は
、
屋
内
温
水
プ
ー

ル

(二
十
五
メ
ー
ト
ル
、

六
コ
ー
ス
)
、
柔
道
場
、

剣
道
場

に
、
合
宿
施
設
が
付
設
さ
れ
た
も
の
で
、
厨
房
、
風
呂
場
な
ど
を
持
ち
、
生
徒

の
体
育
活
動
に
、
大
き

く
貢
献
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
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教科課程表(昭 和48年 度入学生)
(普通科)

年3

②

ω2

幻

助((

勿

幻((300

D幻㏄

㈲ー⑫

の

の

の
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ro2000㊤GG6
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㊧

幻

助

別

幻(((((
9
乙

-

21

働

33

年2

94

3

2

の

の((

り0

2

4

1

勿

幻

勿

幻((((

5

り乙

-

7

⑤

339自(

年1

3

2

3

6

3

9々

90

1

鋤

㊧

㊧

㊧((((

5

9ρ

-

-

鋤

33(り0

修必

0

0

0
0

⑥
}
○

⑥

○
○

⑧

③
③

計合

、

ノ

、

ノ

準標
7

[」

00

9白

9θ

q
O

り0

りσ

4U

4

民」

に」

3

り0

り0

00

り
0

3

00

り0

11

2

2

2

9
自

9白

9白

2

9自

2

15

5

5

8

5
£
U

～

～

～

～

～

3

3
q乙

2

2

動

ム亀ルブムラ
一

ク

ホ

目科

11語乙国-典代典現古古

史

史

B会済社経本界理理治倫政日世地

I

mAB学11H学学学数数数数

I

H

I

H

I

H

1

11理理学学物物学学物物化化生生地地

育
健体保

1

11

1

H

I

H

1

11楽楽術術芸芸道道音音美美工工書書

B語英

1

般般計務一

語一会実機英業記算算業商簿計電商

科教

国

語

社

会

数

学

理

科

保
体

芸

術

語国外

商

業

特
活
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(商業科)

年3

3

2

㈹
偶

3

3

3

2
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鋤

勘((
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励

3ワ自(00
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勿
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1
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年1
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9自

2

1

31

②

33
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○

}

ノ

燭

ノ
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計合

準標
7

り乙

2

9自

り0

3

nj

6

3

3

3

四

27

2

2

2

2

9

5

4

5

5

4

4

4

4

8

6

5

5

5

6

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

3

2

2

3

2

2

2

2

2

2

3

2

2

2

動

ム活】ルブムラ
[

ク

ホ

目科

語

甲国-代典現古

史

史

B会済社経本界理理治倫政日世地

1学数

I

I

I理学物物化生

育
健体保

I

I

I

I楽術芸道音美工書

A語英

I
H
m

般般営規計計計記計務術践一
品
語一法会会会簿会実美実機英業業記記記業務算業理算業商経商簿簿簿工税計商経電商商

科教

国
語

社

会

学数

理

科

保
体

芸

術

語国外

商

業

特
活
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前
年
に
は
教
育
課
程
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
お
り
、
保
健
体
育
科
で
は
、
柔
剣
道
の
必
須
化
が
も
り
込
ま
れ
て

い
た
。
改
正
さ
れ
た
教

育
課
程
は
、
前
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

こ
の
期
に
お
け
る
教
育
課
程

の
改
訂
骨
子
は
、
共
通
必
修
科
目
の
削
減
と
選
択
制
の
拡
充
、
ク
ラ
ブ
活
動

一
単
位

(本
校
で
は
新
ク

ラ
ブ
と
呼
ば
れ
、
二
単
位
が
当
て
ら
れ
た
)

の
必
修
化

の
二
点
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
機
に
本
校
で
も
、
か
ね
が
ね
懸
案
で
あ

っ
た
選

択
制
と
い
う
制
度

の
拡
充

へ
と
、
方
向
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

新
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
は
、
次
百
ハに
示
す
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
新
ク
ラ
ブ
が
発
足

し
て
二
年
目

の
も
の
で
あ
り
、
教
育
課
程
内
で
の
生
徒
選
択
に
よ
る
特
別
授
業

(三
年
次
)
と
が
併
用
さ
れ
て

い
る
状
態
を
示
し
て
い

る
。こ

の
必
修
ク
ラ
ブ

(新
ク
ラ
ブ
)
の
方
は
、
全
国

の
高
等
学
校
で
は
高
い
評
価
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
に
、
文
部
省
は
、
五
十
七

年
に
は
、
学
校
の
自
由
裁
量
と
し
て
い
る
。
本
校
で
も
、
発
足
十
年
目
に
廃
止
さ
れ
、

一
、
二
年
生
も
選
択
授
業
に
振
り
替
え
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
剰
余
の
単
位
数
は
全
学
年
に
わ
た
り
選
択
授
業
の
時
間
に
充
当
さ
れ
て

い
っ
た
。

一
方
、
そ
の
後
、
施
設
面
に
お
い
て
は
、
校
舎

・
体
育
館
な
ど
の
増
改
築
が
度

々
行
わ
れ
、
昭
和
六
十
年
七
月
に
は
、
二
五
〇
名
が

一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
食
堂
兼
生
徒
集
会
所
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
平
成
元
年
五
月
に
は
、
学
校
創
立
八
十
五
周
年
を
期
し
て

記
念
体
育
館
が
落
成
し
て
い
る
。
総
面
積
三
、
七

一
二

・
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
体
育
館
は
、
地
下
に
は
ト

レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム
、
弓

道
場
、
レ
ス
リ

ン
グ

・
卓
球
練
習
場
を
設
け
、
二
階
回
廊
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
、
東
側
二

・
三
階
に
は
十
九
の
部
室
を
も
備

え
た
構
造
と
な

っ
て
い
る
。
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昭和49年 度1・2年 新 クラブ活動3年 特別選択授業

1年(火 曜) 2年(木 曜) 3年(金 曜)

教 科 講 座 名 教 科 講 座 名 教 科 講 座 名

国 語 武 将 研 究

国 語

古文研究法 ・歌の流れ

国 語
古 事 記 研 究

社 会
水 と 公 害 川 柳 を 楽 し む 会 日 本 人 の 心

離 島 と 地 理 演 劇 実 験 室
社 会

日 本 史 研 究

数 学 数学の考察
社 会

人 間 発 掘 社 説 研 究

理 科
実 験 講 座 郷 土 誌 数 学 数 学 研 究

園 芸 実 習 数 学 数 学 研 究 保 体 ス ポ ー ツ 講 座

保 体 スポーツ講座 保 体 ス ポ ー ツ 講 座

芸 術
書 道 教 室

芸 術
美 術 教 室

芸 術
書 道 教 室 美 術 教 室

書 道 教 室 美 術 教 室

外国語

シ ナ リオ研 究

外国語
英 会 話

外国語

英 会 話 英文名作講座

基 礎 英 語 英 語 で 歌 お う 英 語 語 法

商 業 珠 算 演 習 英 語 語 法 演 習 英 会 話

他 自 動 車 整 備 教 室
商業

株 式 の 研 究

商品流通の研 究

他 時事問題研究
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日体荏原高等学校の施設概況

(平成3年3月 現在)

・校 地

総 面 積 ………14,561m'

(南 側校 地9,774m・ 、 北側 校地4,787m・)

建物 敷地 面積 ………9,293m・

グ ラ ウ ン ド ………5,268m・

・校 舎 お よ び 施 設

本 館(鉄 筋4階 建、敷 地1,486m:、 延4,907m・)

普 通教室32、 視 聴覚室 、他

別 館(鉄 筋3階 建、敷 地370m2、 延999m:)

理科 実験室3、 美術室 、書道 室、

ワー プ ロ実 習室、 図書室 、他

記 念体育館(鉄 筋4階 建 、敷地1,501m・ 、延3,399m')

メイ ンア リーナ、 トレー ニ ングルー ム

弓道場、 レス リング ・卓球 練 習場

ランニ ング ギャラ リー、部 室19、 他

第2体 育館(鉄 筋4階 建 、敷地681rn2、 延1,517m')

屋 内温水 プール 、(25m、6コ ー ス)、 武 道場

合宿 所(40名 収容)、 他

食堂兼生徒 集会場

(重 量鉄骨1階 建 、敷地397m2、250名 収容)

・多 摩 川 グ ラ ウ ン ド

(多 摩 川下丸子 河川敷 、面積11,022m・)

硬 式野 球場

・志 賀 高 原 寮

〔嚢纂驚 翻 禦:3聾〕
洋 室4、 和室3、(50名 収容)

乾燥室、他
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因
み
に
本
校
施
設

の
概
況
は
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

(五
)
本
校

の
現
況

現
在
の
本
校
の
校
地
は
、
北
校
地
四
、
七
八
七
平
方

メ
ー
ト

ル
、
南
校
地
九
、
七
七
四
平
方

メ
ー
ト

ル
、
多
摩
川
グ
ラ
ン
ド

=

、

〇
二
二
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
面
積
二
五
、
五
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
平
成
三
年
現
在
の
校
舎
お
よ
び
付
属
施
設
の

敷
地
面
積
は
、
本
館

一
、
四
入
六
平
方
メ
ー
ト

ル
、
別
館
三
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
記
念
体
育
館

一
、
五
〇

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
第
二

体
育
館
六
入

一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
食
堂
兼
生
徒
集
会
所
三
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
総
面
積
は
四
、
四
三
五
平
方
メ
ー

ト

ル
と
な

っ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
な
教
育
施
設
を
背
景
に
、
本
校
の
教
育
方
針
は
、
「
知
育
に
偏
ら
ず
、
徳
育

・
体
育
を
重
視
し
、
質
実
剛
健

の
気
風
を
養

い
、
人
格
の
陶
冶
と
社
会
的
教
養

の
酒
養
に
努
め
る
」
こ
と
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
「
向
上

一
路
」
「ロ
ハ
維
至
誠
」

「楷
和
協
調
」
の
三
項
目

を
、
校
訓
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
教
育
課
程
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
校
の
教
育
課
程
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
前
項
に
お
い
て
若
干
触
れ
て
い
る
よ
う

に
、
四
十
入
年
度
の
も
の
に
そ

の
流
れ
が
見
受

け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
に
は
、

コ
ー
ス
制
の
も

つ
偏
向
性
の
弊
害

に
対
し
、
生
徒
の
自
主
性
や
全
人
的
発
達
が
保
障
さ
れ
る
選
択

制
が
見
通
さ
れ
て

い
た
。
『創
立
入
十
周
年
記
念
誌
』
に
詳
し

い
の
で
、
重
複
は
さ
け
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
は
、
次
に
示
す
よ
う
な
五

十
九
年
度

の
教
育
課
程
で
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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教
育

課
程

(昭
和
五
十
九
年
度
入
学
)
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通
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目科

I

H

文

典現語語表代語国国国現古

史
史
理
理会

済社本界経代治現日世地倫政
1

11

何

析

分

計学学幾解積統数礎分率数数代基微確

I

H

理

学

物

学科科理理物化生地

育
健体保
m

m

m

皿

～

～

～

～

I

I

I

I楽術芸道音美工書

1

11

A

B

C語語H11H語語語英英英英英

済経業商

偏劣
ホ

ク

計合

教

科

国

語

社

会

数

学

理

科

保
体

芸

術

外

国

語

業商

特
活

一1163一



(商
業
科
)

三

学

年

3

3

2

2

3

3

9
白

4

0
0

9
0

3

'

1

32

二

学

年

5

3

3

2

2

1

1

3

9自

3

9σ

つ0

1

32

一

学

年

4

4

3

2

2

1

2

3

り0

4

00

1

32

準

数位標単

4

44

9自

り
0

4

4

4

4

4

9乙

9乙

4

り0

4

2

11～

27

りム

り乙

りρ

りρ

各
各
各
各

バー

じ0

3

つ」

り0

=
」

4

rO

6

4

4

己U

己U

～

～

～

～

～

～

～

～

り0

9自

3

3

9々

9ρ

9
血

90

り0

00

目科

I

H

文

典現語語表代語国国国現古

史
史
理
理会

済社本界経代治現日世地倫政

1

11学学数数

1

皿科科理理

育
健体保

m

m

m

m

～

～

～

～

I

I

I

I楽術芸道音美工書

I

H

A

B

C語語HHH語語語英英英英英

1
11済規計計

記
計
務

践経法会会簿会事実業業記記業務算合商商簿簿工税計総
一

動ル活ムブ一ラホムク

計合

教

科

国

語

社

会

数学

理
科

保
体

芸

術

外

国

語

商

業

特
活

一1164一

 

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
教
育
課
程
は
、
最
終
学
年
の
編
成
を
準
備
す
る
段
階
で
、

一
部
修
正
を
求
め
ら
れ
、
検
討
委
員
会
に
よ
り
、

修
正
さ
れ
、
平
成
二
年
よ
り
、
選
択
制

・
コ
ー

ス
制

の
併
用
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
現
在

の
形
と
な

っ
た
。
普

通
科
に
あ

っ
て
は
、

一
年

次
に
基
礎
教
科
を
重
視
し
、
二
年
次
に
文
科

・
理
科

・
体
育
科
の
進
路
が
定
め
ら
れ
、
三
年
次
に
各

コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
方
法
が
と
ら



れ

て

い

る
。

特

に

体

育

コ
ー

ス

で

は
、

れ

る

も

の

の

ひ

と

つ
に
な

っ
て

い

る
。

日
本
体
育
大
学

へ
の
推
薦
入
学

へ
と
連
繋
可
能
な
た
め
、
本
校
の
新
し

い
特
色
と
し
て
期
待
さ

商業手斗教育課禾呈

標 準
教 科 科 目 一学年 二学年 三学年

単位数

国 語1 4 4

国 語II 4 5

国 語 国語表現 2

現 代 文 3 3

古 典 4

現代社会 4 4

日 本 史 4 3

社 会 世 界 史 4

地 理 4 3

倫 理 2

政治経済 2

数 学
数 学1

数 学II

4

3

3 3

2

理 科
理 科1

理 科II

4

2

2 2

2

保 健 体 育 7～11 2 2 3

体 育 保 健 2 1 1

音 楽1～III 各2
芸 術 美 術1～III 各2 2 1

工 芸1～III 各2

書 道1～III 各2

英 語1 4 3 3

英 語II 5

外国語 英 語IIA 3 3

英 語IIB 3

英 語IIC 3

商業経済 3～5 3

商業法規 2～4 2 2

簿記会計1 3～5 4

商 業 簿記会計II 3～6 3 4

工業簿記 2～4 3

税務会計 2～4 3

計算実務 2～6 3 3 3

総合実践 3～6 3

特 別 ホーム ルー ム 3 1 1 1

活 動 クラブ活動 3

合 計 32 32 32
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普通科教育課程

標 準 二 学 年 三 学 年
教科 科 目

単位数
一学年

文 理 体 育 文 科 理 科 体 育

国 語1 4 5

国語 国 語II 4 5 5

現 代 文 3 3 3 3

古 典 4 4

現代社会 4 4

日 本 史 4 5 3 3

社会 世 界 史 4 (4)

地 理 4 4 4

政治経済 2 2 2

数 学1 4 5

数 学II 3 2

数学 代数幾何 3 (4)

基礎解析 3 3 3

微分積分 3 4

確率統計 3 4

理 科1 4 4

理 科II 2

理科 物 理 4 (4)

化 学 4 (4) 2 4 2

生 物 4 2 (4) (4) 2

地 学 4 (4) (4)

体 育 7～11 5 2 2 3 3 3

保 健 2 2 2

保健
体育

体 育理 論

ス ポー ツ1

ス ポー ツII 4 4

ス ポー ツIII

野外活動

音楽III 各2 (2) (2) (2)

芸術 美術III 各2 (2) (2) (2)

書道III 各2 (2) (2) (2>

英 語1 4 6

英 語II 5 5 5

英語 英 語IIA 3 (3)

英 語IIB 3 (4) 4 4

英 語IIC 3 (2) 2 2

商業 商業経済 3～5 (3)

特別選択 (4) (4)

特別 ホー ムル ーム 3 1 1 1 1 1 1

活動 クラブ活動 3

合計 32 32 32 32 32 32
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次
に
実
際

の
運
営
面
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

わ
せ
て
、
年
間
行
事
の
概
要
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

以
下
に
示
す
組
織
の
下
に
、
効
果
的

・
機
能
的
運
営
が

め
ざ
さ
れ
て
い
る
。
あ

校
長
付

事
務
長

教
務
点

灘
覚係

露

指
導
部
-
贔

灘

生
徒
指
導
部
-
[
簾

講

係

保
箋

境
部
-
[
鱗

攣

係

広
報
室

資
料
室

事
務
部

経
理

・
庶
務

・
管
財

・
用
務
係

部
長

・
学
年
主
任
会

職
員
ム、議

運
営
委
療
会
出

羅

　難

一

募
集
対
策
委
員
会

各
種
委
員
会

渉
外
委
員
会

入
試
問
題
作
成
委
員
会
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年間の主要行事予定

4月 5月 6月 7月 8月

始 業 式 歩 こ う会 教育実習 期末考査 各部練習

入 学 式 各部父母会 就職 ガイダ ンス

対 面 式 教育実習 日体大進学父母会 父母面談 各部合宿

健康診断 父兄会総会 3年 基礎 力テス ト 終 業 式

(内診 ・外診 ・歯牙) 3年 就職父母会 観劇 夏季休業

知能検査(1年) 1年学級懇談会 (夏季講習)

性格検査(1年) 中間考査

学力検査(1年)

オ リエ ン テー シ ョン

(1年 は合宿)

基礎力 テス ト(全)

3年進学父母会

2・3年 学級懇談会

(進学講座)
'

9月 10月 11月 12月

始 業 式 体 育 祭 修学旅行(2年) 期末考査

コ ン テ ス ト(国 ・英) 荏 原 祭 遠 足(3年)

進路適性検査 中間考査 父母面談 終 業 式

(2年) 生徒会三役選挙 冬季休業

基礎力 テス ト(全)

1月 2月 3月

始 業 式 3年基礎補習 1,2年 学年末考査

3年 学年末考査 入 試 卒 業 式

1・2年 基礎 力 テス ト 予 饒 会 1,2年 基礎補習

観 劇 修 了 式

春季休業
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教
科
指
導

・
進
路
指
導
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
全
体
的
記
述
は

『創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
二
、

三
の
特
徴
的
事
柄
と
、
そ

の
後

の
様
子
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。
教
科
指
導
は
、
基
礎
教
科
の
充
実

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
度
か
ら
国

・
数

・英
三
教
科
の

「学
力
テ
ス
ト
」

(小
テ
ス
ト
)
等

の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
放
課

後
の
特
別
補
習
、
期
末
の
科
目
毎
の
到
達
度

に
満
た
な
い
生
徒

へ
の
基
礎
補
習
も
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
徹
底

が
期
さ
れ
て
い
る
。

教
育
課
程
は
前
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、

一
年
次
の
必
須
科
目

の
う
ち
、
特
に
国

・
数

・
英
に
重
点
を
置
き
授
業
時
数
を
ふ
や
し
、

二
年
次
で
、
社

・
数

・
理

・
体
の
科
目
選
択
に
よ
り
、
文
科

・
理
科

・
体
育
系
の
進
路
を
定
め
さ
せ
、
三
年
次
よ
り
、
進
路
別
編
成
指

導
を
行
う
と
い
う
方
法
に
お
い
て
も
、

こ
う
し
た
基
礎
教
科
の
充
実
と
い
う
立
場
が
貫
か
れ
て
い
る
。
進
学
や
就
職
に
対
す
る
進
路
指

導
も
、
年
々
多
様
に
な
り
、
困
難
な
問
題
を
か
か
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
早

い
時
期
に
目
標
を
定
め
さ
せ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
効
果
的

な
指
導
を
行
う
よ
う
に
心
が
け
ら
れ
て
い
る
。
就
職
希
望
に
対
し
て
は
ワ
ー
ド

・
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
の
実
技
指
導
を
導
入
し
て
い
る
。

平
成
二
年
三
月

の
卒
業
生
の
進
路
は
、
四
五
二
名

(普
通
科
四

一
五
名
、
商
学
科
三
十
七
名
)
の
う
ち
、
大
学
お
よ
び
短
大
が

一
一

七
名
、
専
門
学
校

一
四
三
名
、
進
学
待
期
入
十
六
名
、
就
職
が

一
〇
六
名
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
近
年
、
専
門
学
校

へ
の
進
学
者
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
体
育
大
学

へ
の
進
学
も
二
年
度
は
三
十
四
名
あ
り
、
毎
年
三
～
四
〇
名
と
安
定
し

た
人
数
に
な

っ
て
い
る
。

過
去
五
年
間
の
主
な
進
学
先
は
、
日
本
体
育
大
、
筑
波
大
、
青
山
学
院
大
、
亜
細
亜
大
、
神
奈
川
大
、
関
東
学
院
大
、
国
学
院
大
、
国

士
館
大
、
国
際
武
道
大
、
駒
沢
大
、
城
西
大
、
拓
殖
大
、
中
央
大
、
中
央
学
院
大
、
帝
京
大
、
東
海
大
、
東
京
経
済
大
、
東
京
理
科
大
、

東
洋
大
、
日
本
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
明
治
学
院
大
、
立
教
大
、
立
正
大
、
早
稲
田
大
等
で
あ

っ
た
。

一
方
、
本
校

の
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
生
徒
指
導
に
お
け
る
教
科
外
特
別
教
育
活
動
の
充
実
が
あ
げ
ら

れ
よ
う
。

こ
の
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
や
生
徒
会
活
動
の
意
義
は
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、
教
科
学
習
と
は
別

の
数
多
く
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阻・生 徒 総 会

.盤
(生徒会三役各局委員1)
・中央委員会一 」

麟 露撃)

職 員 会

顧 問 教 員

・委員総会

全 校 生」徒
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の
教
育
体
験
が
味
わ
え
る
場
所
を
提
供
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
部
活
動
も
、
こ
の
生
徒
会
傘
下
の
も
と
に
行
わ
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
本
校
で
は
前
頁

の
よ
う
な
組
織

の
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
度
現
在
、
生
徒
会
傘
下
に
あ
る

「部
」
は
同
好
会
、
サ
ー
ク
ル
を
含
め
、
四
〇
部
あ
り
、
全
生
徒

の
七
割
が
入
部
、
活
発

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
生
徒
会
の
自
治
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
に
反
映
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
、
主
に
体

育
系
の
部
活
動
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た

い
。

本
校
が
、
知
育
に
偏
ら
ず
、
身
体
を
鍛
え

つ
・
、
知
徳
を
育
成
す
る
教
育
方
針

の
下
、
学
校
運
営
を
行

っ
て
来
た
こ
と
は
、
す
で
に

述
べ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
運
動
部
の
活
躍
は
、
そ
の
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
顧
問
教
師

・
コ
!
チ

・
部
員
同
士
と
の
触
れ

合

い
を
通
し
て
、
集
団
生
活
の
厳
し
さ
に
耐
え
、
喜
び
を
獲
得
す
る
過
程
は
、
生
徒
の
自
己
実
現
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
言
え
る
。

運
動
部
活
動
の
充
実

の
様
子
は
、
旦
ハ体
的
に
は
、
記
録
等

の
成
果
に
よ

っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
次
に
示
す
よ
う
な
競
技
会

へ

の
参
加
も
、
本
校
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
度
を
現
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
六
十
年
度
か
ら
コ
ー
チ
制
が
設
け
ら
れ
、
日
本
体
育
大
学
学
生
を
中
心
と
し
た
指
導
体
制
は
、
よ
り
充
実
し
た
着
実
な
成
果
を

あ
げ

つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
全
国
大
会
出
場
や
全
国
制
覇
を
達
成
す
る
運
動
部
以
外
で
も
、
多
く

の
部
は
、
東
京
都
の
上
位
に
ラ

ン

ク
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
昨
今
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
世
界
大
会
や
海
外
交
流
試
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
が
、
本
校

の
生
徒
の
中
か
ら
も
、
日
本
代
表
と
し
て
海
外
に
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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■ 全 国大会 に出場 した運 動各部
・硬 式野球

・陸 上競 技

・バ ス ケ ッ トボー ル

・ハ ン ドボー ル

・水 泳

・ス キ ー

・体 操競 技

・ゴ ル フ

・弓 道

・レス リング

・ソ フ トボー ル

・トラン ポ リン

■ 関 東大会 に出場 した運 動各部
・硬 式野球

・陸 上競 技

・ラ グビー

・バ レー ボー ル

・バ ス ケ ッ トボー ル

・ハ ン ドボー ル

・体 操競 技

・レス リング

・水 泳

・柔 道

・剣 道

・弓 道

・ゴ ル フ

・ソフ トボー ル

・山 岳

・ス キ ー

・トラン ポ リン

■ 世 界選 手権 及 び 海外 交 流試合 に

出場 した運動 各部
・陸 上競 技

・バ ス ケ ッ トボー ル

・ハ ン ドボー ル

●ゴ ル フ

・レス リング

・トラ ンポ リン
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